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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

人権施策推進方針に基づいた取組についての検証を行うとともに、市民の人権に関わる課題

等に対する意識を把握し、今後の人権尊重のまちづくりへ向けた施策を検討するための基礎資

料とします。 

 

２ 調査対象 

市民対象 ：住民基本台帳から無作為に抽出した 18歳以上の市民 

小学生対象：市立８小学校（松が丘、朝霧、中崎、貴崎、鳥羽、高丘西、錦浦、二見西）に在

籍する６年生 

 

３ 調査期間 

市民対象 ：平成 27年 11月６日から平成 27年 11月 30日まで 

小学生対象：平成 27年 12月７日から平成 27年 12月 24日まで 

 

４ 調査方法 

市民対象 ：郵送による配布・回収 

小学生対象：担任から直接配布し、その場で回収 

 

５ 回収状況 

 配 布 数 有効回答数 有効回答率 

市民対象 3,000通 1,281通 42.7％ 

小学生対象 658通 658通 － 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、表については、最も高い割合の欄を  で網かけを

しています。（無回答を除く） 

・図内に  の表示があるものは、今回の調査で新たに設けた項目です。 ◯ 新 
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・前回調査とは、平成 22年６月に行った「明石市人権に関するアンケート調査」のことです。 

・県調査とは、兵庫県・公益財団法人兵庫県人権啓発協会が平成 25年 10月に行った「人権に

関する県民意識調査」のことです。 

・全国調査とは、内閣府が平成 24年８月に行った「人権擁護に関する世論調査」のことです。 
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Ⅱ 調査結果 

１ １８歳以上の市民向けの調査結果 

（１）あなたの人権意識について 

【問１】あなたは、「人権」という言葉からどのようなことを連想しますか。あてはまる

番号すべてに○をつけてください。 

「平等」の割合が 69.9％と最も高く、次いで「差別」の割合が 53.9％、「尊厳」の割合が 44.8％

となっています。 
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自由
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幸福

尊厳
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その他
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24.0

6.3

0.6
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41.2
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1.4

19.5

53.4

23.0

6.1

0.9

3.1
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
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0

今回調査（平成27年）（N = 1281）

前回調査（平成22年）（N = 1237）
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

自
由 

平
等 

幸
福 

尊
厳 

自
立 

生
存 

共
存 

他
人
事 

格
差 

差
別 

思
い
や
り 

建
て
前 

特
に
な
し 

そ
の
他 

無
回
答 

全 体 1281  40.6  69.9  15.0  44.8  14.7  15.3  23.9  1.4  19.7  53.9  24.0  6.3  0.6  2.4  1.0  

性 

別 

男性 497  41.9  65.8  12.7  44.1  13.5  16.9  24.1  2.0  16.1  51.3  17.5  7.4  0.4  2.8  1.0  

女性 747  39.0  72.3  16.3  45.5  15.3  14.3  23.6  1.1  22.4  55.7  27.7  5.5  0.8  2.1  1.1  

無回答 37  56.8  78.4  18.9  40.5  18.9  13.5  27.0  - 13.5  54.1  35.1  8.1  - 2.7  - 

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  40.4  75.0  8.7  47.1  8.7  11.5  23.1  1.0  26.0  48.1  20.2  7.7  1.0  1.9  － 

３０～３９歳 184  34.2  69.0  11.4  46.7  8.2  10.9  15.2  0.5  17.9  52.7  19.6  3.8  0.5  0.5  0.5  

４０～４９歳 223  34.5  66.4  8.5  41.7  9.4  10.8  17.9  － 18.8  51.6  18.8  6.3  0.4  2.7  0.4  

５０～５９歳 194  37.1  66.0  16.0  55.7  11.3  16.5  24.7  1.0  21.1  58.8  25.3  4.6  0.5  2.6  － 

６０～６９歳 294  40.8  70.4  16.3  42.2  18.0  19.7  26.9  3.1  19.0  58.5  23.1  8.8  0.7  3.7  2.4  

７０歳以上 245  51.4  73.1  23.7  40.0  24.9  18.4  31.4  2.0  19.6  50.2  32.2  5.7  0.8  2.0  1.6  

無回答 37  54.1  78.4  16.2  43.2  18.9  13.5  27.0  - 13.5  54.1  32.4  8.1  - 2.7  - 

職 

業 

別 

勤め人 379  34.6  67.3  10.8  45.1  8.4  12.7  19.8  0.8  20.3  53.8  16.1  6.1  0.8  1.6  0.8  

勤め人 
（非常勤など） 

237  34.2  71.7  12.7  50.2  15.2  13.5  21.1  2.1  24.5  58.6  26.6  5.9  － 2.5  0.8  

自営業、自由業 64  39.1  64.1  12.5  53.1  15.6  17.2  29.7  － 17.2  50.0  18.8  9.4  1.6  3.1  － 

学生 24  45.8  75.0  8.3  45.8  8.3  4.2  33.3  － 20.8  58.3  16.7  4.2  － － － 

家事専業 213  44.6  75.6  19.2  43.7  14.6  15.0  26.3  0.5  18.8  52.6  31.0  6.1  0.9  3.3  0.5  

無職 309  48.5  68.6  19.7  40.8  21.4  19.7  27.8  2.9  17.2  52.4  27.2  6.5  0.6  2.3  1.9  

その他 9  44.4  44.4  11.1  22.2  11.1  44.4  － － 11.1  55.6  22.2  11.1  － 22.2  11.1  

無回答 46  50.0  76.1  17.4  39.1  21.7  15.2  26.1  - 15.2  50.0  32.6  6.5  - 2.2  - 
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N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

7.0

5.4

27.3

33.3

26.5

24.8 28.8

32.2

3.6

3.4 2.3

2.8

1.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【問２】あなたは、「人権」をどのくらい身近な問題として感じていますか。あてはまる

番号に１つだけ○をつけてください。 

「ひじょうに身近に感じる」と「身近に感じる」をあわせた“身近に感じる”の割合が 34.3％

となっています。「あまり身近に感じない」と「まったく身近に感じない」をあわせた“身近に

感じない”の割合が 35.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【県調査との比較】 

県調査と比べると、“身近に感じない”の割合が 11.3ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

明石市（平成27年） 1281

兵庫県（平成25年） 1210

7.0

10.2

27.3

30.9

26.5

32.1 22.0

32.2

2.3

3.4 2.3

2.0

1.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.0
5.4

27.3
33.3

26.5
24.8

2.31.232.2
28.8

3.4
3.6 2.81.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひじょうに身近に感じる 身近に感じる どちらとも言えない

あまり身近に感じない まったく身近に感じない わからない

無回答
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

ひ
じ
ょ
う
に
身
近
に
感
じ
る 

身
近
に
感
じ
る 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い 

あ
ま
り
身
近
に
感
じ
な
い 

ま
っ
た
く
身
近
に
感
じ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  7.0  27.3  26.5  32.2  3.4  2.3  1.2  

性 

別 

男性 497  6.6  27.4  27.2  31.8  4.2  1.8  1.0  

女性 747  7.1  27.2  26.4  32.3  3.1  2.5  1.5  

無回答 37  10.8  29.7  21.6  35.1  - 2.7  - 

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  4.8  21.2  31.7  35.6  6.7  － － 

３０～３９歳 184  1.1  22.3  27.7  38.0  4.9  5.4  0.5  

４０～４９歳 223  6.3  23.8  28.3  35.0  3.6  2.7  0.4  

５０～５９歳 194  12.4  22.7  32.0  28.4  1.5  2.6  0.5  

６０～６９歳 294  6.1  34.0  22.4  30.3  3.4  1.0  2.7  

７０歳以上 245  9.4  32.2  23.7  28.2  2.9  1.6  2.0  

無回答 37  10.8  29.7  18.9  37.8  - 2.7  - 

職 
業 
別 

勤め人 379  6.3  24.3  28.0  34.3  4.0  2.6  0.5  

勤め人（非常勤など） 237  7.6  26.6  27.4  33.8  1.7  1.7  1.3  

自営業、自由業 64  4.7  23.4  29.7  32.8  3.1  6.3  － 

学生 24  12.5  20.8  29.2  29.2  8.3  － － 

家事専業 213  6.1  26.8  24.9  33.8  4.2  2.8  1.4  

無職 309  7.4  32.4  25.6  27.8  3.2  1.3  2.3  

その他 9  11.1  44.4  11.1  22.2  － － 11.1  

無回答 46  10.9  30.4  21.7  30.4  4.3  2.2  - 
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N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

6.9

6.9

42.0

35.1

26.5

26.0 17.0

12.7

10.6

7.8

3.2

3.3

0.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【問３】今の日本は人権が尊重されている社会だと思いますか。あてはまる番号に１つだ

け○をつけてください。 

「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」をあわせた“思う”の割合が 48.9％となってい

ます。「どちらかと言えばそうは思わない」と「そうは思わない」をあわせた“思わない”の割

合が 20.5％となっています。 

前回調査と比較すると、“思う”の割合が 6.9ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性に比べ、男性で“思う”の割合が高く、５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

【県調査との比較】 

県調査と比べると、“思う”の割合が 6.8ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

N =

男性 497

女性 747 6.0

7.6

39.2

46.3

28.4

23.7

13.3

12.3

8.0

7.0

4.0

2.2

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

明石市（平成27年） 1281

兵庫県（平成25年） 1210

6.9

12.0

42.0

43.7

26.5

27.8 11.7

12.7

4.1

7.8

3.2

0.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.9
6.9

42.0
35.1

26.5
26.0

3.20.912.7
17.0

7.8
10.6 3.3 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらとも言えない どちらかと言えばそうは思わない

そうは思わない わからない

無回答
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
は
思
わ
な
い 

そ
う
は
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  6.9  42.0  26.5  12.7  7.8  3.2  0.9  

性 

別 

男性 497  7.6  46.3  23.7  12.3  7.0  2.2  0.8  

女性 747  6.0  39.2  28.4  13.3  8.0  4.0  1.1  

無回答 37  13.5  40.5  24.3  8.1  13.5  - - 

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  5.8  42.3  22.1  18.3  6.7  4.8  － 

３０～３９歳 184  3.8  39.1  29.9  17.4  5.4  4.3  － 

４０～４９歳 223  9.0  38.1  26.9  12.1  10.3  3.1  0.4  

５０～５９歳 194  4.1  45.4  25.8  12.4  8.8  3.6  － 

６０～６９歳 294  7.5  45.6  24.8  10.9  7.1  2.0  2.0  

７０歳以上 245  8.2  40.8  28.6  10.6  6.5  3.3  2.0  

無回答 37  13.5  40.5  21.6  8.1  16.2  - - 

職 

業 

別 

勤め人 379  6.6  48.0  22.2  13.7  5.3  3.7  0.5  

勤め人（非常勤など） 237  5.5  41.4  26.2  14.3  8.9  3.0  0.8  

自営業、自由業 64  10.9  39.1  23.4  14.1  9.4  3.1  － 

学生 24  4.2  45.8  16.7  29.2  4.2  － － 

家事専業 213  6.6  36.6  32.4  12.2  8.0  4.2  － 

無職 309  7.1  40.8  28.5  9.7  9.4  2.3  2.3  

その他 9  11.1  22.2  33.3  11.1  － 11.1  11.1  

無回答 46  10.9  34.8  30.4  8.7  13.0  2.2  - 
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（２）多様化する人権問題について 

【問４】女性に関することで、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「職場における差別待遇（賃金、昇給、昇格、ポスト、職種など）」の割合が 54.3％と最も高

く、次いで「痴漢やわいせつ行為などの性犯罪」の割合が 43.3％、「女性の社会進出のための支

援制度の不備」の割合が 42.5％となっています。 

前回調査と比較すると、「男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」など）」の割

合が 5.3ポイント高くなっています。 

性別でみると、男性に比べ、女性で「男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」

など）」「女性の社会進出のための支援制度の不備」「アダルトビデオ、ポルノ雑誌における女性

のヌード写真や映像の商品化」「痴漢やわいせつ行為などの性犯罪」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 1281）

前回調査（平成22年）（N = 1237）

％

男女の固定的な役割分担意識（「男
は仕事、女は家庭」など）

職場における差別待遇（賃金、昇
給、昇格、ポスト、職種など）

女性の社会進出のための支援制度の
不備

配偶者、恋人などからの暴力（ＤＶ
など）

職場や学校におけるセクシュアル・
ハラスメント（性的嫌がらせ）

ストーカー行為（つきまとい行為）

援助交際を含む買春、売春

アダルトビデオ、ポルノ雑誌におけ
る女性のヌード写真や映像の商品化

痴漢やわいせつ行為などの性犯罪

特にない

わからない

その他

41.8

54.3

42.5

31.8

38.5

30.0

23.0

22.6

43.3

3.5

3.0

1.6

36.5

52.9

40.7

34.5

40.1

29.3

26.5

26.2

5.0

2.9

2.2

-

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

◯ 新 
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
（
「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
」
な
ど
） 

職
場
に
お
け
る
差
別
待
遇
（
賃
金
、
昇
給
、
昇

格
、
ポ
ス
ト
、
職
種
な
ど
） 

女
性
の
社
会
進
出
の
た
め
の
支
援
制
度
の
不
備 

配
偶
者
、
恋
人
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
な
ど
） 

職
場
や
学
校
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
性
的
嫌
が
ら
せ
） 

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
（
つ
き
ま
と
い
行
為
） 

援
助
交
際
を
含
む
買
春
、
売
春 

ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
、
ポ
ル
ノ
雑
誌
に
お
け
る
女

性
の
ヌ
ー
ド
写
真
や
映
像
の
商
品
化 

痴
漢
や
わ
い
せ
つ
行
為
な
ど
の
性
犯
罪 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全 体 1281  41.8  54.3  42.5  31.8  38.5  30.0  23.0  22.6  43.3  3.5  3.0  1.6  1.2  

性 

別 

男性 497  37.2  51.5  37.4  30.4  36.8  28.8  21.1  16.7  38.0  4.8  3.6  2.2  1.2  

女性 747  44.4  55.8  46.2  33.5  39.9  31.1  24.2  27.0  47.4  2.8  2.8  1.2  1.1  

無回答 37  48.6  62.2  35.1  16.2  32.4  24.3  21.6  13.5  32.4  - - 2.7  2.7  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  47.1  60.6  37.5  32.7  50.0  36.5  24.0  18.3  46.2  3.8  1.9  2.9  － 

３０～３９歳 184  41.8  48.4  51.6  33.7  39.1  26.6  20.1  12.0  45.7  3.8  2.7  0.5  0.5  

４０～４９歳 223  38.1  51.6  35.4  29.1  41.3  26.0  15.7  18.4  43.9  3.1  3.1  2.7  0.4  

５０～５９歳 194  38.1  49.0  42.3  33.0  42.3  36.6  24.7  22.7  44.8  4.1  3.1  1.5  0.5  

６０～６９歳 294  44.6  60.2  48.0  32.7  38.1  29.9  25.9  26.9  40.5  2.7  2.7  1.7  2.4  

７０歳以上 245  41.2  54.7  38.8  32.7  28.6  29.0  26.5  32.7  43.3  4.5  4.5  0.8  1.6  

無回答 37  48.6  62.2  35.1  16.2  35.1  24.3  21.6  13.5  35.1  - - 2.7  2.7  

職 

業 

別 

勤め人 379  34.8  47.2  37.2  28.0  36.4  29.8  20.3  15.3  42.0  5.3  1.6  1.8  0.5  

勤め人 
（非常勤など） 

237  43.0  53.6  48.5  37.1  40.9  30.0  20.3  24.1  46.8  2.1  2.5  1.3  1.3  

自営業、自由業 64  37.5  54.7  43.8  31.3  42.2  26.6  18.8  25.0  34.4  6.3  7.8  1.6  － 

学生 24  62.5  75.0  25.0  25.0  45.8  20.8  12.5  8.3  41.7  8.3  － － － 

家事専業 213  46.9  61.0  49.3  35.2  41.8  36.2  29.6  30.0  47.4  0.5  1.4  1.9  0.5  

無職 309  44.3  56.6  41.4  32.0  35.6  27.5  25.6  26.9  42.1  3.9  5.2  1.3  2.3  

その他 9  33.3  33.3  33.3  44.4  55.6  44.4  22.2  22.2  55.6  － 22.2  11.1  11.1  

無回答 46  47.8  63.0  39.1  19.6  34.8  26.1  21.7  17.4  37.0  2.2  2.2  2.2  2.2  
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【問５】子どもに関することで、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことです

か。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「子ども同士が仲間はずれや無視、暴力などのいじめを行うこと」の割合が 68.1％と最も高く、

次いで「子どもに心理的な虐待を加えたり、子育てを放棄すること」の割合が 64.9％、「いじめ

をしている人やいじめられている人を見て見ぬふりをすること」の割合が 59.4％となっています。 

前回調査と比較すると、「教師が児童や生徒に体罰を加えること」の割合が 8.4 ポイント高く

なっています。また、「ビデオ、インターネットによる性情報のはんらん」の割合が 6.0 ポイン

ト、「児童売春、児童ポルノ」の割合が 5.9ポイント低くなっています。 

年齢別でみると、他に比べ、男性の 60 歳以上で「いじめをしている人やいじめられている人

を見て見ぬふりをすること」、18～29歳で「教師が児童や生徒に体罰を加えること」、18～29歳、

40～59 歳で「子どもに心理的な虐待を加えたり、子育てを放棄すること」、18～29 歳、50～59

歳で「親のＤＶが子どもの面前で日常的に行われていること」の割合が高くなっています。一方、

18～29歳で「児童売春、児童ポルノ」の割合が低くなっています。 

また、年齢が高くなるにつれて「ビデオ、インターネットによる性情報のはんらん」の割合が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

子ども同士が仲間はずれや無視、暴
力などのいじめを行うこと

いじめをしている人やいじめられて
いる人を見て見ぬふりをすること

教師が児童や生徒に体罰を加えるこ
と

親が言うことを聞かない子どもにし
つけのつもりで体罰を与えること

大人が進学先、就職先の選択につい
て、子どもの意見を無視すること

ビデオ、インターネットによる性情
報のはんらん

子どもに心理的な虐待を加えたり、
子育てを放棄すること

親のＤＶが子どもの面前で日常的に
行われていること

親の事情などによって、子どもが無
国籍や無戸籍になること

児童売春、児童ポルノ

特にない

わからない

その他

68.1

59.4

25.9

30.4

33.8

30.9

64.9

39.5

49.2

39.0

1.0

2.5

1.4

63.4

55.9

17.5

29.4

29.6

36.9

67.1

44.9

1.2

1.7

2.9

-

48.6
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

子
ど
も
同
士
が
仲
間
は
ず
れ
や
無
視
、
暴
力
な
ど

の
い
じ
め
を
行
う
こ
と 

い
じ
め
を
し
て
い
る
人
や
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人

を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
こ
と 

教
師
が
児
童
や
生
徒
に
体
罰
を
加
え
る
こ
と 

親
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
子
ど
も
に
し
つ
け
の

つ
も
り
で
体
罰
を
与
え
る
こ
と 

大
人
が
進
学
先
、
就
職
先
の
選
択
に
つ
い
て
、
子

ど
も
の
意
見
を
無
視
す
る
こ
と 

ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
性
情
報
の
は

ん
ら
ん 

子
ど
も
に
心
理
的
な
虐
待
を
加
え
た
り
、
子
育
て

を
放
棄
す
る
こ
と 

親
の
Ｄ
Ｖ
が
子
ど
も
の
面
前
で
日
常
的
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と 

親
の
事
情
な
ど
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
が
無
国
籍
や

無
戸
籍
に
な
る
こ
と 

児
童
売
春
、
児
童
ポ
ル
ノ 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全 体 1281  68.1  59.4  25.9  30.4  33.8  30.9  64.9  39.5  49.2  39.0  1.0  2.5  1.4  1.0  

性 

別 

男性 497  68.8  58.6  21.9  22.3  28.6  27.0  60.4  36.6  46.5  38.0  1.2  1.6  1.4  1.0  

女性 747  68.1  59.3  28.4  35.6  36.7  33.9  68.0  41.8  50.9  39.6  0.9  3.2  1.5  0.9  

無回答 37  56.8  73.0  29.7  32.4  45.9  24.3  62.2  32.4  51.4  40.5  - - - 2.7  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  59.6  50.0  38.5  38.5  39.4  18.3  69.2  49.0  52.9  26.0  － － 1.9  － 

３０～３９歳 184  71.2  47.8  27.7  27.2  32.6  23.4  63.6  41.8  51.1  44.0  0.5  1.1  1.1  － 

４０～４９歳 223  62.3  54.7  22.9  31.8  30.5  29.1  69.1  43.5  51.1  43.9  1.3  1.3  1.8  0.4  

５０～５９歳 194  71.6  60.3  25.3  32.0  30.9  30.4  71.6  46.4  54.6  36.6  0.5  3.6  1.0  － 

６０～６９歳 294  70.7  65.3  24.1  30.3  35.7  36.1  63.3  34.4  45.6  39.5  1.0  2.7  1.7  2.4  

７０歳以上 245  70.2  66.9  24.1  26.5  33.9  38.8  56.7  31.8  44.1  37.6  2.0  4.9  1.2  1.6  

無回答 37  56.8  70.3  29.7  32.4  43.2  24.3  64.9  32.4  51.4  40.5  - - - 2.7  

職 

業 

別 

勤め人 379  65.7  53.0  21.6  26.4  26.9  21.6  63.6  40.1  50.7  37.7  1.1  1.3  0.5  0.8  

勤め人 
（非常勤など） 

237  67.1  60.8  29.1  35.9  34.2  35.4  69.6  46.0  44.7  36.7  0.4  3.4  1.3  0.8  

自営業、自由業 64  64.1  62.5  12.5  23.4  32.8  32.8  59.4  31.3  42.2  45.3  1.6  3.1  1.6  － 

学生 24  62.5  37.5  37.5  37.5  45.8  4.2  66.7  50.0  50.0  20.8  － － 4.2  － 

家事専業 213  69.5  60.6  31.9  36.6  40.8  36.6  68.5  41.8  59.2  44.6  1.4  1.9  1.9  － 

無職 309  73.1  65.4  24.9  26.5  35.0  37.2  62.1  34.6  45.3  38.8  1.3  3.9  1.6  1.9  

その他 9  88.9  66.7  44.4  55.6  33.3  22.2  66.7  22.2  22.2  22.2  － － 22.2  11.1  

無回答 46  56.5  65.2  32.6  32.6  43.5  28.3  58.7  32.6  54.3  41.3  - 2.2  - 2.2  
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【問６】高齢者に関することで、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことです

か。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「悪質商法や詐欺などによる被害が多いこと」の割合が 46.6％と最も高く、次いで「居宅や施

設での介護を支援する制度が十分でないこと」の割合が 40.4％、「情報を高齢者にわかりやすい

形にして伝える配慮が足りないこと」の割合が 36.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「家族が世話をすることを避けたり、家族から虐待を受けたりするこ

と」の割合が 10.6ポイント、「就職が困難であったり、雇用と待遇が十分保障されていないこと」

の割合が 7.7 ポイント、「高齢者が邪魔者扱いされ、意見や行動が尊重されないこと」の割合が

5.3ポイント低くなっています。 

年齢別でみると、他に比べ、70 歳以上で「悪質商法や詐欺などによる被害が多いこと」「道路

や店の出入り口に段差があったり、エレベーターが設置されていないなど、高齢者が暮らしやす

い生活環境になっていないこと」「情報を高齢者にわかりやすい形にして伝える配慮が足りない

こと」、50～59歳で「病院での看護や福祉施設での介護や対応が十分でないこと」「居宅での介護

が十分でないこと」の割合が高くなっています。 
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％

就職が困難であったり、雇用と待遇が十分保
障されていないこと

悪質商法や詐欺などによる被害が多いこと

高齢者だけでは賃貸住宅への入居が困難なこ
と

道路や店の出入り口に段差があったり、エレ
ベーターが設置されていないなど、高齢者が
暮らしやすい生活環境になっていないこと

病院での看護や福祉施設での介護や対応が十
分でないこと

居宅での介護が十分でないこと

高齢者が邪魔者扱いされ、意見や行動が尊重
されないこと

居宅や施設での介護を支援する制度が十分で
ないこと

家族が世話をすることを避けたり、家族から
虐待を受けたりすること

情報を高齢者にわかりやすい形にして伝える
配慮が足りないこと

特にない

わからない

その他

35.1

46.6

35.5

30.9

30.3

27.1

29.5

40.4

31.8

36.9

2.9

1.6

1.9

42.8

45.2

36.5

34.8

33.8

34.8

39.4

2.7

2.2

2.6

42.4

-

-
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◯ 新 

◯ 新 
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

就
職
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
雇
用
と
待
遇
が
十
分
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

悪
質
商
法
や
詐
欺
な
ど
に
よ
る
被
害
が
多
い
こ
と 

高
齢
者
だ
け
で
は
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
が
困
難
な
こ
と 

道
路
や
店
の
出
入
り
口
に
段
差
が
あ
っ
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
、
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と 

病
院
で
の
看
護
や
福
祉
施
設
で
の
介
護
や
対
応
が
十
分
で
な
い
こ
と 

居
宅
で
の
介
護
が
十
分
で
な
い
こ
と 

高
齢
者
が
邪
魔
者
扱
い
さ
れ
、
意
見
や
行
動
が
尊
重
さ
れ
な
い
こ
と 

居
宅
や
施
設
で
の
介
護
を
支
援
す
る
制
度
が
十
分
で
な
い
こ
と 

家
族
が
世
話
を
す
る
こ
と
を
避
け
た
り
、
家
族
か
ら
虐
待
を
受
け
た
り
す
る
こ
と 

情
報
を
高
齢
者
に
わ
か
り
や
す
い
形
に
し
て
伝
え
る
配
慮
が
足
り
な
い
こ
と 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全 体 1281  35.1  46.6  35.5  30.9  30.3  27.1  29.5  40.4  31.8  36.9  2.9  1.6  1.9  2.5  

性 

別 

男性 497  35.8  43.1  30.6  29.8  27.4  27.2  29.8  36.4  29.6  31.4  4.4  1.2  2.4  1.4  

女性 747  34.8  49.1  38.0  31.5  32.0  26.8  29.6  43.0  33.6  41.2  1.9  1.9  1.6  3.1  

無回答 37  32.4  43.2  51.4  35.1  35.1  32.4  24.3  43.2  24.3  24.3  2.7  - - 5.4  

年 

齢 
別 

１８～２９歳 104  30.8  39.4  36.5  26.0  26.0  22.1  34.6  34.6  39.4  28.8  5.8  2.9  1.0  － 

３０～３９歳 184  37.5  40.8  32.6  26.1  28.8  26.1  32.6  38.0  33.2  30.4  1.6  1.6  1.6  3.3  

４０～４９歳 223  30.5  45.7  38.1  25.1  28.3  24.7  23.3  38.1  30.5  37.2  2.7  0.9  2.7  1.8  

５０～５９歳 194  38.1  45.9  37.6  35.1  40.2  33.5  30.9  45.4  36.1  32.5  1.0  3.6  1.5  3.6  

６０～６９歳 294  38.4  45.6  34.7  31.6  31.3  26.5  31.3  45.6  30.3  40.8  3.1  0.3  2.7  1.4  

７０歳以上 245  33.5  56.7  32.2  37.6  25.7  26.9  28.2  36.3  28.2  46.1  4.1  1.6  1.2  3.7  

無回答 37  32.4  45.9  48.6  32.4  32.4  32.4  24.3  43.2  24.3  21.6  2.7  - - 5.4  

職 

業 

別 

勤め人 379  33.8  41.4  33.2  26.6  30.1  27.4  30.9  39.1  34.8  28.0  3.2  1.3  1.8  1.3  

勤め人 
（非常勤など） 

237  41.8  46.0  39.2  31.6  31.2  22.8  29.5  45.1  35.0  39.2  1.7  0.8  0.8  2.5  

自営業、自由業 64  32.8  50.0  35.9  31.3  25.0  31.3  28.1  37.5  29.7  34.4  3.1  3.1  3.1  － 

学生 24  29.2  37.5  33.3  29.2  20.8  29.2  37.5  37.5  37.5  37.5  4.2  － － － 

家事専業 213  32.4  53.5  37.6  31.9  32.9  26.8  27.2  41.3  33.3  37.6  2.3  1.4  1.4  4.2  

無職 309  34.3  50.2  32.0  34.3  28.8  27.8  30.4  37.9  25.2  47.6  3.9  2.3  2.3  3.2  

その他 9  33.3  33.3  33.3  22.2  33.3  33.3  11.1  66.7  33.3  44.4  － 11.1  22.2  － 

無回答 46  37.0  39.1  50.0  37.0  37.0  34.8  23.9  41.3  26.1  26.1  2.2  - 2.2  4.3  
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【問７】障害のある人に関することで、人権上、特に問題があると思うのはどのようなこ

とですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「働く場所や機会が少なく、雇用と待遇が十分に保障されていないこと」の割合が 59.1％と最

も高く、次いで「職場や学校で不利な扱いを受けること」の割合が 43.2％、「道路や店の出入り

口に段差があったり、エレベーターが設置されていないなど、障害のある人が暮らしやすい生活

環境になっていないこと」の割合が 41.2％となっています。 

前回調査と比較すると、「働く場所や機会が少なく、雇用と待遇が十分に保障されていないこ

と」の割合が 5.1 ポイント、「道路や店の出入り口に段差があったり、エレベーターが設置され

ていないなど、障害のある人が暮らしやすい生活環境になっていないこと」の割合が 5.0ポイン

ト低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 1281）

前回調査（平成22年）（N = 1237）

％

働く場所や機会が少なく、雇用と待遇が十分に
保障されていないこと

悪質商法や詐欺などによる被害が多いこと

障害のある人が賃貸住宅に入居することが困難
なこと

職場や学校で不利な扱いを受けること

道路や店の出入り口に段差があったり、エレ
ベーターが設置されていないなど、障害のある
人が暮らしやすい生活環境になっていないこと

スポーツや文化活動、地域活動に気軽に参加で
きないこと

病院での看護や福祉施設での介護や対応が十分
でないこと

居宅での介護が十分でないこと

地域でグループホームなどの障害のある人の施
設をつくろうとすると、周辺住民が反対するこ
と

障害のある人の意見や行動が尊重されないこと

障害による意思疎通が困難な場合のコミュニ
ケーション手段の利用が十分でないこと

特にない

わからない

その他

59.1

17.8

29.0

43.2

41.2

15.4

18.6

15.7

27.4

30.6

32.0

3.2

6.7

2.0

64.2

20.4

30.6

43.7

46.2

17.7

18.5

30.0

1.9

4.5

2.3

-

-

-

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

◯ 新 

◯ 新 

◯ 新 
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

働
く
場
所
や
機
会
が
少
な
く
、
雇
用
と
待
遇
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

悪
質
商
法
や
詐
欺
な
ど
に
よ
る
被
害
が
多
い
こ
と 

障
害
の
あ
る
人
が
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と 

職
場
や
学
校
で
不
利
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と 

道
路
や
店
の
出
入
り
口
に
段
差
が
あ
っ
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
、
障
害
の
あ
る
人
が
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、
地
域
活
動
に
気
軽
に
参
加
で
き
な
い
こ
と 

病
院
で
の
看
護
や
福
祉
施
設
で
の
介
護
や
対
応
が
十
分
で
な
い
こ
と 

居
宅
で
の
介
護
が
十
分
で
な
い
こ
と 

地
域
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
障
害
の
あ
る
人
の
施
設
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
と
、

周
辺
住
民
が
反
対
す
る
こ
と 

障
害
の
あ
る
人
の
意
見
や
行
動
が
尊
重
さ
れ
な
い
こ
と 

障
害
に
よ
る
意
思
疎
通
が
困
難
な
場
合
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
が

十
分
で
な
い
こ
と 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全 体 1281  59.1  17.8  29.0  43.2  41.2  15.4  18.6  15.7  27.4  30.6  32.0  3.2  6.7  2.0  2.6  

性 

別 

男性 497  61.0  16.1  27.6  39.0  40.0  14.5  18.3  15.9  27.4  31.0  30.4  4.2  6.0  1.4  1.6  

女性 747  58.0  18.5  28.8  45.9  42.4  16.2  18.5  15.3  27.3  30.7  33.5  2.5  7.4  2.3  3.1  

無回答 37  56.8  27.0  54.1  45.9  32.4  10.8  24.3  21.6  29.7  24.3  24.3  2.7  2.7  2.7  5.4  

年 

齢 
別 

１８～２９歳 104  60.6  9.6  27.9  49.0  38.5  14.4  18.3  12.5  24.0  36.5  33.7  3.8  4.8  2.9  1.9  

３０～３９歳 184  61.4  18.5  23.9  56.5  37.5  18.5  17.9  13.6  28.8  34.2  30.4  2.2  5.4  － 3.3  

４０～４９歳 223  56.1  19.3  29.6  43.9  39.9  10.3  15.7  14.8  28.7  29.1  35.9  2.2  6.3  2.2  1.8  

５０～５９歳 194  59.8  16.0  34.0  45.4  41.8  16.5  24.2  18.6  26.8  33.5  34.5  1.0  9.8  2.6  3.1  

６０～６９歳 294  61.9  14.3  27.2  37.4  43.5  16.7  17.7  15.6  27.9  31.0  29.6  4.4  7.1  2.7  1.4  

７０歳以上 245  55.5  23.7  27.8  35.1  44.9  16.3  17.6  16.3  26.1  24.9  31.0  4.9  6.5  1.2  3.7  

無回答 37  59.5  27.0  51.4  45.9  29.7  10.8  24.3  21.6  29.7  24.3  24.3  2.7  2.7  2.7  5.4  

職 

業 

別 

勤め人 379  61.7  14.5  28.2  43.0  37.7  15.0  18.2  14.2  25.3  33.2  29.6  2.9  7.1  1.1  1.8  

勤め人 
（非常勤など） 

237  61.6  16.5  29.5  47.7  41.8  14.3  16.9  16.0  30.8  32.1  33.8  3.4  5.1  2.5  2.1  

自営業、自由業 64  51.6  20.3  26.6  39.1  32.8  10.9  15.6  20.3  29.7  25.0  37.5  4.7  12.5  3.1  － 

学生 24  62.5  4.2  33.3  66.7  50.0  12.5  12.5  16.7  33.3  37.5  29.2  4.2  4.2  8.3  － 

家事専業 213  56.3  23.5  26.8  43.2  45.1  14.6  19.2  15.0  24.9  23.0  33.3  2.8  7.5  0.9  4.2  

無職 309  57.3  18.8  28.8  39.5  44.7  18.4  19.7  14.9  28.2  32.0  32.4  3.2  6.5  1.9  2.9  

その他 9  77.8  － 33.3  33.3  44.4  22.2  44.4  33.3  22.2  55.6  55.6  － － 22.2  － 

無回答 46  54.3  26.1  45.7  43.5  32.6  13.0  21.7  23.9  28.3  26.1  23.9  4.3  4.3  2.2  6.5  
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【問８】同和問題（部落差別）に関することで、人権上、特に問題があると思うのはどの

ようなことですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「結婚問題で周囲が反対すること」の割合が 41.3％と最も高く、次いで「人権上の配慮を欠い

た差別的言動をすること」の割合が 38.2％、「身元調査をすること」の割合が 30.1％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

結婚問題で周囲が反対すること

就職や職場で不利な扱いをすること

人権上の配慮を欠いた差別的言動を
すること

生活が貧困で、居住環境が劣悪であ
ること

身元調査をすること

同和行政のねらいが理解されず、周
囲の市民がねたみ意識で見ること

インターネット上に差別的な書き込
みがあること

旧同和地区への居住を敬遠すること

すでに差別はなくなっている（同和
問題はなくなっている）

特にない

わからない

その他

41.3

28.7

38.2

12.9

30.1

14.9

18.3

26.5

10.5

6.9

13.8

3.0

45.2

31.2

35.3

11.0

31.0

13.7

15.8

27.6

8.3

6.5

13.2

4.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 1281）

前回調査（平成22年）（N = 1237）
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

結
婚
問
題
で
周
囲
が
反
対
す
る
こ
と 

就
職
や
職
場
で
不
利
な
扱
い
を
す
る
こ
と 

人
権
上
の
配
慮
を
欠
い
た
差
別
的
言
動
を

す
る
こ
と 

生
活
が
貧
困
で
、
居
住
環
境
が
劣
悪
で
あ

る
こ
と 

身
元
調
査
を
す
る
こ
と 

同
和
行
政
の
ね
ら
い
が
理
解
さ
れ
ず
、
周

囲
の
市
民
が
ね
た
み
意
識
で
見
る
こ
と 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
差
別
的
な
書
き
込

み
が
あ
る
こ
と 

旧
同
和
地
区
へ
の
居
住
を
敬
遠
す
る
こ
と 

す
で
に
差
別
は
な
く
な
っ
て
い
る
（
同
和

問
題
は
な
く
な
っ
て
い
る
） 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全 体 1281  41.3  28.7  38.2  12.9  30.1  14.9  18.3  26.5  10.5  6.9  13.8  3.0  3.0  

性 

別 

男性 497  39.8  27.6  39.8  12.9  29.8  18.5  19.5  27.8  10.7  11.1  10.1  2.8  1.8  

女性 747  42.2  29.6  36.9  12.7  29.9  12.4  17.3  25.4  10.4  4.1  16.6  2.8  3.6  

無回答 37  43.2  27.0  40.5  16.2  37.8  16.2  21.6  32.4  10.8  5.4  8.1  8.1  5.4  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  41.3  38.5  36.5  19.2  32.7  14.4  22.1  16.3  7.7  4.8  16.3  － － 

３０～３９歳 184  45.1  37.0  38.0  20.1  31.0  13.6  20.7  23.9  4.3  6.0  15.8  1.6  3.3  

４０～４９歳 223  39.9  31.4  32.7  13.9  29.1  13.0  17.9  25.6  8.1  5.4  15.7  3.1  1.8  

５０～５９歳 194  45.4  36.6  45.4  13.9  33.0  19.1  25.3  30.9  5.2  5.7  11.3  3.6  3.1  

６０～６９歳 294  38.1  20.4  40.8  7.1  28.2  17.3  16.0  27.9  15.0  8.5  12.6  4.4  2.4  

７０歳以上 245  40.0  20.0  34.7  9.4  27.8  11.4  11.8  27.8  18.0  9.0  13.5  2.0  5.3  

無回答 37  43.2  27.0  40.5  16.2  37.8  16.2  21.6  32.4  8.1  5.4  10.8  8.1  5.4  

職 

業 

別 

勤め人 379  41.2  34.0  36.7  15.0  28.8  17.4  19.8  24.5  7.4  9.5  12.4  1.6  1.1  

勤め人 
（非常勤など） 237  42.6  28.3  39.2  13.9  33.3  12.2  18.1  27.0  10.5  3.4  14.8  4.2  2.5  

自営業、自由業 64  34.4  29.7  32.8  9.4  26.6  15.6  9.4  32.8  17.2  6.3  14.1  4.7  1.6  

学生 24  45.8  41.7  37.5  12.5  33.3  8.3  29.2  16.7  8.3  － 33.3  － － 

家事専業 213  45.5  29.1  39.9  13.1  30.5  11.7  17.8  28.6  9.4  4.7  15.0  2.8  4.2  

無職 309  38.8  21.7  38.2  9.7  28.5  16.2  17.5  26.5  14.9  8.7  12.9  2.3  4.9  

その他 9  22.2  33.3  44.4  11.1  22.2  － 11.1  － － － 22.2  22.2  － 

無回答 46  43.5  23.9  43.5  15.2  37.0  19.6  21.7  32.6  6.5  6.5  8.7  8.7  6.5  
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【問９】あなたは、旧同和地区や部落差別について、ア～ウの話や説明を聞いたとき、あ

なたはどのような感想を持ちましたか。それぞれについて、１～５のうち、ご自身の

お考えに最も近い番号に１つだけ○をつけてください。なお、ア～ウの話や説明を聞

いたことがない場合には、「６」に○をつけてください。 

ア 部落差別という問題があり、このような差別はいけないことだ、ウ 身内（又は本人）の

結婚相手が旧同和地区の人で、それを理由に家族や親族が反対するのはおかしいで「そのとおり

だと思った」の割合が最も高くなっています。イ あそこは旧同和地区であり、気をつけたほう

がよいで「そういう見方もあるかと思った」の割合が最も高くなっています。 

 

 

ア 部落差別という問題があり、このような差別はいけないことだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ あそこは旧同和地区であり、気をつけたほうがよい 

 

 

 

 

 

 

ウ 身内（又は本人）の結婚相手が旧同和地区の人で、それを理由に家族や親族が反対するのはおかしい 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.729.930.930.434.026.9 24.034.232.732.527.928.6 8.7 7.64.94.16.16.5 6.7 7.18.16.26.54.9 1.0 1.12.73.13.74.5 26.915.816.618.617.016.7 1.04.34.05.24.811.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そのとおりだと思った そういう見方もあるかと思った

自分には関係のない話だと思った 疑問や反発を感じた

相手の見識を疑った このような話や説明は聞いたことがない

無回答

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

54.8

53.8

18.6

18.4

6.6

6.0 4.1

3.2

1.7

1.4

11.0

10.9

4.4

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

5.8

6.2

37.4

36.5

7.7

7.3 17.5

16.2

9.5

11.2 16.3

16.6

5.3

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

30.5

28.6

30.2

29.3

6.0

6.2 7.2

6.6

3.5

3.0

17.8

17.8

5.9

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ア 部落差別という問題があり、このような差別はいけないことだ 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、50 歳～59 歳で「そのとおりだと思った」の割合が高く、70 歳以

上で低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ
た 

そ
う
い
う
見
方
も
あ
る
か

と
思
っ
た 

自
分
に
は
関
係
の
な
い
話

だ
と
思
っ
た 

疑
問
や
反
発
を
感
じ
た 

相
手
の
見
識
を
疑
っ
た 

こ
の
よ
う
な
話
や
説
明
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  54.8  18.6  6.6  3.2  1.4  11.0  4.4  

性 

別 

男性 497  55.9  19.9  6.4  2.6  2.0  9.7  3.4  

女性 747  55.0  17.7  6.6  3.1  1.1  11.6  5.0  

無回答 37  35.1  18.9  8.1  13.5  - 16.2  8.1  

職 

業 

別 

勤め人 379  57.5  20.6  6.6  3.7  1.1  8.7  1.8  

勤め人（非常勤など） 237  59.1  14.8  7.6  3.0  1.3  10.5  3.8  

自営業、自由業 64  60.9  17.2  6.3  － 1.6  7.8  6.3  

学生 24  58.3  12.5  8.3  － － 20.8  － 

家事専業 213  57.3  16.0  7.5  2.3  1.4  10.3  5.2  

無職 309  47.2  21.7  5.2  2.6  2.3  13.6  7.4  

その他 9  66.7  － － 11.1  － 22.2  － 

無回答 46  37.0  21.7  6.5  13.0  - 15.2  6.5  

 

N =

１８～２９歳 104

３０～３９歳 184

４０～４９歳 223

５０～５９歳 194

６０～６９歳 294

７０歳以上 245 44.9

55.8

62.9

59.6

56.0

54.8

22.0

18.4

13.9

20.6

16.3

19.2

5.7

6.8

4.1

4.9

10.9

7.7

2.0

2.0

3.6

4.0

3.3

2.9

2.9

1.7

2.1

0.4

0.5

13.1

11.6

9.3

8.1

9.2

15.4

9.4

3.7

4.1

2.2

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

31.729.930.930.434.026.9 24.034.232.732.527.928.6 8.7 7.64.94.16.16.5 6.7 7.18.16.26.54.9 1.0 1.12.73.13.74.5 26.915.816.618.617.016.7 1.04.34.05.24.811.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そのとおりだと思った そういう見方もあるかと思った

自分には関係のない話だと思った 疑問や反発を感じた

相手の見識を疑った このような話や説明は聞いたことがない

無回答
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イ あそこは旧同和地区であり、気をつけたほうがよい 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、18歳～29歳で「このような話や説明は聞いたことがない」、40歳

～59歳で「疑問や反発を感じた」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ
た 

そ
う
い
う
見
方
も
あ
る
か

と
思
っ
た 

自
分
に
は
関
係
の
な
い
話

だ
と
思
っ
た 

疑
問
や
反
発
を
感
じ
た 

相
手
の
見
識
を
疑
っ
た 

こ
の
よ
う
な
話
や
説
明
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  5.8  37.4  7.7  16.2  11.2  16.3  5.3  

性 

別 

男性 497  7.4  37.4  8.2  15.5  13.3  14.7  3.4  

女性 747  4.7  37.6  7.4  16.6  9.9  17.5  6.3  

無回答 37  5.4  32.4  8.1  18.9  10.8  13.5  10.8  

職 

業 

別 

勤め人 379  7.7  37.7  9.0  19.3  8.2  16.6  1.6  

勤め人（非常勤など） 237  4.6  42.6  7.6  17.3  11.0  13.1  3.8  

自営業、自由業 64  6.3  39.1  4.7  10.9  15.6  15.6  7.8  

学生 24  8.3  20.8  16.7  8.3  4.2  41.7  － 

家事専業 213  4.7  34.7  8.5  18.8  11.3  16.0  6.1  

無職 309  4.2  37.2  6.1  11.0  14.9  16.5  10.0  

その他 9  － 33.3  － 11.1  11.1  44.4  － 

無回答 46  10.9  28.3  6.5  21.7  10.9  13.0  8.7  

 

N =

１８～２９歳 104

３０～３９歳 184

４０～４９歳 223

５０～５９歳 194

６０～６９歳 294

７０歳以上 245 5.3

4.8

5.7

4.9

9.2

5.8

34.7

37.1

37.1

41.7

42.9

27.9

9.0

6.8

1.5

9.4

8.2

14.4

10.2

13.9

23.2

21.5

17.4

9.6

11.0

19.4

14.9

5.4

3.8

7.7

17.6

13.9

12.9

14.3

15.2

33.7

12.2

4.1

4.6

2.7

3.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

31.729.930.930.434.026.9 24.034.232.732.527.928.6 8.7 7.64.94.16.16.5 6.7 7.18.16.26.54.9 1.0 1.12.73.13.74.5 26.915.816.618.617.016.7 1.04.34.05.24.811.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そのとおりだと思った そういう見方もあるかと思った

自分には関係のない話だと思った 疑問や反発を感じた

相手の見識を疑った このような話や説明は聞いたことがない

無回答
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ウ 身内（又は本人）の結婚相手が旧同和地区の人で、それを理由に家族や親族が反対するのはおかしい 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、18 歳～29 歳で「このような話や説明は聞いたことがない」の割

合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ
た 

そ
う
い
う
見
方
も
あ
る
か

と
思
っ
た 

自
分
に
は
関
係
の
な
い
話

だ
と
思
っ
た 

疑
問
や
反
発
を
感
じ
た 

相
手
の
見
識
を
疑
っ
た 

こ
の
よ
う
な
話
や
説
明
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  30.5  30.2  6.0  6.6  3.0  17.8  5.9  

性 

別 

男性 497  34.4  27.0  7.6  6.0  3.8  17.3  3.8  

女性 747  28.2  32.5  5.1  6.8  2.3  18.1  7.0  

無回答 37  24.3  27.0  2.7  10.8  5.4  18.9  10.8  

職 

業 

別 

勤め人 379  34.3  30.6  6.6  6.9  2.1  17.4  2.1  

勤め人（非常勤など） 237  27.8  34.2  7.2  5.9  4.2  15.2  5.5  

自営業、自由業 64  34.4  32.8  4.7  3.1  1.6  18.8  4.7  

学生 24  25.0  37.5  4.2  － － 33.3  － 

家事専業 213  30.0  31.9  5.6  7.5  2.3  15.5  7.0  

無職 309  28.2  25.9  5.5  7.1  3.9  19.1  10.4  

その他 9  33.3  － － － 11.1  55.6  － 

無回答 46  28.3  26.1  4.3  10.9  2.2  19.6  8.7  

 

31.729.930.930.434.026.9 24.034.232.732.527.928.6 8.7 7.64.94.16.16.5 6.7 7.18.16.26.54.9 1.0 1.12.73.13.74.5 26.915.816.618.617.016.7 1.04.34.05.24.811.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そのとおりだと思った そういう見方もあるかと思った

自分には関係のない話だと思った 疑問や反発を感じた

相手の見識を疑った このような話や説明は聞いたことがない

無回答

N =

１８～２９歳 104

３０～３９歳 184

４０～４９歳 223

５０～５９歳 194

６０～６９歳 294

７０歳以上 245 26.9

34.0

30.4

30.9

29.9

31.7

28.6

27.9

32.5

32.7

34.2

24.0

6.5

6.1

4.1

4.9

7.6

8.7

4.9

6.5

6.2

8.1

7.1

6.7

4.5

3.7

3.1

2.7

1.1

1.0

16.7

17.0

18.6

16.6

15.8

26.9

11.8

4.8

5.2

4.0

4.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【問 10】日本に居住している外国人に関することで、人権上、特に問題があると思うの

はどのようなことですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「文化や生活風習の違いが受け入れられなかったり、その違いから嫌がらせを受けること」の

割合が 36.6％と最も高く、次いで「就職や職場で不利な扱いを受けること」の割合が 30.8％、「入

学手続きや学校で不利な扱いを受けること」の割合が 25.8％となっています。 

前回調査と比較すると、「文化や生活風習の違いが受け入れられなかったり、その違いから嫌

がらせを受けること」の割合が 6.0ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

入学手続きや学校で不利な扱いを受けること

就職や職場で不利な扱いを受けること

住宅の申し込みや入居で不利な扱いを受ける
こと

年金など社会保障制度で不利な扱いを受ける
こと

文化や生活風習の違いが受け入れられなかっ
たり、その違いから嫌がらせを受けること

病院や施設などで、外国語の表記などの対応
が不十分であること

政治に意見が十分反映されないこと

本名を名乗りにくく、通称名を使うこと

特にない

わからない

その他

25.8

30.8

24.8

21.5

36.6

25.0

13.5

17.3

9.4

22.8

1.6

29.0

31.0

23.9

23.4

30.6

20.9

16.1

18.2

7.8

20.7

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 1281）

前回調査（平成22年）（N = 1237）
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

入
学
手
続
き
や
学
校
で
不
利
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と 

就
職
や
職
場
で
不
利
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と 

住
宅
の
申
し
込
み
や
入
居
で
不
利
な
扱
い
を
受
け
る

こ
と 

年
金
な
ど
社
会
保
障
制
度
で
不
利
な
扱
い
を
受
け
る

こ
と 

文
化
や
生
活
風
習
の
違
い
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
そ
の
違
い
か
ら
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
こ
と 

病
院
や
施
設
な
ど
で
、
外
国
語
の
表
記
な
ど
の
対
応

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と 

政
治
に
意
見
が
十
分
反
映
さ
れ
な
い
こ
と 

本
名
を
名
乗
り
に
く
く
、
通
称
名
を
使
う
こ
と 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全 体 1281  25.8  30.8  24.8  21.5  36.6  25.0  13.5  17.3  9.4  22.8  1.6  2.4  

性 

別 

男性 497  25.4  32.6  25.8  21.1  37.6  25.4  14.1  20.1  10.9  17.9  2.2  1.6  

女性 747  26.2  29.2  24.4  21.6  36.0  24.2  13.5  15.1  8.6  26.0  1.2  2.9  

無回答 37  21.6  37.8  21.6  27.0  35.1  35.1  5.4  24.3  5.4  24.3  - 2.7  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  25.0  31.7  24.0  26.9  44.2  26.9  19.2  18.3  6.7  17.3  1.0  1.9  

３０～３９歳 184  32.6  32.6  28.8  26.1  46.2  25.0  13.6  19.0  8.2  14.7  0.5  1.6  

４０～４９歳 223  27.8  30.5  27.8  18.8  39.0  26.5  13.9  15.7  8.5  22.4  0.9  0.4  

５０～５９歳 194  33.0  40.7  26.8  20.1  40.7  24.7  15.5  23.2  11.3  19.6  2.1  － 

６０～６９歳 294  22.1  28.6  21.8  19.7  32.0  26.2  10.9  16.0  10.5  23.1  1.7  2.0  

７０歳以上 245  18.4  22.9  22.0  20.8  26.5  20.0  13.5  12.7  10.2  33.5  2.9  7.3  

無回答 37  21.6  37.8  21.6  27.0  35.1  35.1  5.4  27.0  2.7  24.3  - 2.7  

職 

業 

別 
勤め人 379  26.9  33.8  25.3  19.0  42.7  23.5  14.0  19.8  9.8  18.7  1.3  0.8  

勤め人 
（非常勤など） 

237  29.5  31.2  24.9  21.9  40.1  28.7  15.2  18.1  8.9  18.1  1.3  1.7  

自営業、自由業 64  26.6  28.1  23.4  25.0  32.8  32.8  14.1  20.3  15.6  18.8  1.6  3.1  

学生 24  29.2  25.0  29.2  37.5  45.8  37.5  25.0  20.8  － 16.7  － － 

家事専業 213  29.1  30.5  24.9  20.7  33.3  20.2  10.3  15.0  9.9  26.3  1.4  1.9  

無職 309  19.7  27.5  24.6  22.0  29.8  23.3  13.3  13.9  9.4  28.5  2.3  5.5  

その他 9  11.1  22.2  22.2  33.3  22.2  22.2  22.2  11.1  － 44.4  － － 

無回答 46  21.7  34.8  21.7  26.1  32.6  34.8  8.7  21.7  4.3  30.4  2.2  2.2  
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【問 11】犯罪被害者の方やその家族の人権侵害について、特に問題があると思うのはど

のようなことですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

「過剰な取材などによる私生活の平穏やプライバシーの侵害があること」の割合が 73.6％と最

も高く、次いで「事件に関する周囲からの中傷やうわさ話があること」の割合が 57.3％、「犯罪

による精神的・経済的負担が大きいこと」の割合が 52.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1281 ％

犯罪による精神的・経済的負担
が大きいこと

過剰な取材などによる私生活
の平穏やプライバシーの侵害
があること

事件に関する周囲からの中傷
やうわさ話があること

刑事裁判手続きに犯罪被害者
や家族の声がまだ十分反映さ
れないこと

特にない

わからない

その他

無回答

52.0

73.6

57.3

37.9

2.3

9.3

1.5

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

犯
罪
に
よ
る
精
神
的
・
経
済
的

負
担
が
大
き
い
こ
と 

過
剰
な
取
材
な
ど
に
よ
る
私
生

活
の
平
穏
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
が
あ
る
こ
と 

事
件
に
関
す
る
周
囲
か
ら
の
中

傷
や
う
わ
さ
話
が
あ
る
こ
と 

刑
事
裁
判
手
続
き
に
犯
罪
被
害

者
や
家
族
の
声
が
ま
だ
十
分
反

映
さ
れ
な
い
こ
と 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全 体 1281  52.0  73.6  57.3  37.9  2.3  9.3  1.5  1.4  

性 

別 

男性 497  52.3  74.4  57.1  40.6  2.8  6.0  1.8  1.6  

女性 747  51.5  73.1  57.7  36.1  2.1  11.6  1.2  1.2  

無回答 37  56.8  73.0  51.4  35.1  - 5.4  2.7  2.7  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  54.8  80.8  60.6  28.8  2.9  2.9  1.9  － 

３０～３９歳 184  56.5  77.7  62.0  40.8  0.5  6.5  0.5  1.1  

４０～４９歳 223  56.1  81.2  66.4  41.3  0.4  6.3  2.2  0.4  

５０～５９歳 194  63.4  79.4  63.9  48.5  0.5  8.2  2.1  － 

６０～６９歳 294  46.3  70.4  52.4  35.4  5.1  11.2  1.4  1.7  

７０歳以上 245  41.2  59.6  45.7  31.4  3.7  15.9  0.8  3.7  

無回答 37  54.1  75.7  51.4  35.1  - 5.4  2.7  2.7  

職 
業 
別 

勤め人 379  54.1  78.9  61.7  38.3  1.8  6.1  0.5  0.5  

勤め人（非常勤など） 237  51.5  77.2  63.7  39.7  2.1  8.0  2.5  0.8  

自営業、自由業 64  53.1  71.9  62.5  50.0  1.6  10.9  3.1  3.1  

学生 24  66.7  83.3  58.3  37.5  － － 4.2  － 

家事専業 213  53.5  70.9  54.9  36.2  2.3  14.1  1.4  0.5  

無職 309  46.6  67.0  48.9  34.3  3.9  11.0  1.3  3.2  

その他 9  55.6  66.7  33.3  55.6  － 11.1  － － 

無回答 46  56.5  67.4  52.2  37.0  - 10.9  2.2  2.2  

 

 



27 

【問 12】社会の変化によって人権課題は多様化していますが、次の選択肢のうち、あな

たが特に問題があると思うのはどのようなことですか。あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

「インターネット（パソコン、スマートフォンなど）による人権侵害の問題」の割合が 67.8％

と最も高く、次いで「北朝鮮拉致被害者に関する問題」の割合が 30.6％、「働く人の権利に関す

る問題」の割合が 26.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「インターネット（パソコン、スマートフォンなど）による人権侵害

の問題」の割合が 17.8ポイント、「性的指向（同性愛者、両性愛者など）を理由とした人権侵害

に関する問題」の割合が 8.2 ポイント、「性同一性障害（心と身体の性が一致しない人）に関す

る問題」の割合が 6.9 ポイント高くなっています。また、「ホームレスの人に関する問題」の割

合が 5.7ポイント低くなっています。 

性別でみると、女性に比べ、男性で「働く人の権利に関する問題」「ホームレスの人に関する

問題」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他に比べ、18 歳～29 歳で「性同一性障害（心と身体の性が一致しない人）

に関する問題」「性的指向（同性愛者、両性愛者など）を理由とした人権侵害に関する問題」、70

歳以上で「エイズ患者、ＨＩＶ（エイズ・ウイルス）感染者に関する問題」「ハンセン病元患者

に関する問題」、18歳～59歳で「インターネット（パソコン、スマートフォンなど）による人権

侵害の問題」の割合が高くなっています。また、年齢が高くなるにつれて「北朝鮮拉致被害者に

関する問題」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 1281）

前回調査（平成22年）（N = 1237）

％

エイズ患者、ＨＩＶ（エイズ・ウイル
ス）感染者に関する問題

インターネット（パソコン、スマート
フォンなど）による人権侵害の問題

働く人の権利に関する問題

ハンセン病元患者に関する問題

アイヌの人々に関する問題

性同一性障害（心と身体の性が一致しな
い人）に関する問題

ホームレスの人に関する問題

性的指向（同性愛者、両性愛者など）を
理由とした人権侵害に関する問題

北朝鮮拉致被害者に関する問題

刑を終えて出所した人に関する問題

東日本大震災に伴う人権問題

18.9

67.8

26.9

11.5

6.8

21.5

17.1

16.6

30.6

17.9

18.3

23.1

50.0

26.4

13.6

6.5

14.6

22.8

8.4

35.2

21.4

-

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

◯ 新 
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

エ
イ
ズ
患
者
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
・
ウ
イ
ル

ス
）
感
染
者
に
関
す
る
問
題 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
）
に
よ
る
人
権
侵
害
の
問
題 

働
く
人
の
権
利
に
関
す
る
問
題 

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
に
関
す
る
問
題 

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
関
す
る
問
題 

性
同
一
性
障
害
（
心
と
身
体
の
性
が
一
致
し

な
い
人
）
に
関
す
る
問
題 

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
に
関
す
る
問
題 

性
的
指
向
（
同
性
愛
者
、
両
性
愛
者
な
ど
）

を
理
由
と
し
た
人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題 

北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
に
関
す
る
問
題 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
関
す
る
問
題 

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
人
権
問
題 

無
回
答 

全 体 1281  18.9  67.8  26.9  11.5  6.8  21.5  17.1  16.6  30.6  17.9  18.3  5.5  

性 

別 

男性 497  19.7  66.4  30.0  11.3  8.7  20.3  21.1  18.7  30.4  20.1  16.1  4.6  

女性 747  18.3  68.7  24.4  11.5  5.4  21.8  14.7  15.1  31.2  16.6  19.9  5.9  

無回答 37  18.9  67.6  37.8  13.5  10.8  29.7  10.8  18.9  21.6  13.5  13.5  10.8  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  19.2  73.1  30.8  6.7  4.8  32.7  19.2  26.9  17.3  17.3  21.2  1.9  

３０～３９歳 184  8.7  73.9  20.1  9.2  4.3  23.4  14.1  19.6  20.1  18.5  17.9  3.8  

４０～４９歳 223  16.1  76.7  20.6  10.3  6.3  24.2  12.6  17.9  24.7  12.1  14.3  3.6  

５０～５９歳 194  22.2  75.8  33.5  13.4  9.8  24.2  17.0  19.1  36.6  17.5  18.6  2.6  

６０～６９歳 294  17.0  65.3  27.2  10.2  6.5  17.3  19.0  12.6  36.7  18.0  18.4  5.8  

７０歳以上 245  28.6  49.0  29.0  15.9  7.3  14.3  21.2  11.4  38.8  23.7  21.2  11.8  

無回答 37  18.9  70.3  37.8  13.5  10.8  29.7  10.8  18.9  21.6  13.5  13.5  8.1  

職 

業 

別 

勤め人 379  17.4  70.4  25.3  10.0  6.6  22.7  15.0  19.3  28.2  17.7  16.1  3.4  

勤め人 
（非常勤など） 

237  15.2  73.8  28.3  10.1  6.8  18.6  17.7  14.3  30.8  16.0  15.2  3.4  

自営業、自由業 64  12.5  78.1  17.2  4.7  4.7  14.1  18.8  14.1  37.5  14.1  21.9  7.8  

学生 24  16.7  70.8  29.2  16.7  8.3  45.8  25.0  37.5  20.8  16.7  16.7  12.5  

家事専業 213  20.2  64.8  24.9  10.3  4.2  24.4  14.6  14.6  30.0  12.7  25.8  3.3  

無職 309  23.0  59.5  29.4  15.2  8.4  19.1  20.4  14.6  34.3  23.9  16.8  10.0  

その他 9  44.4  77.8  33.3  33.3  11.1  22.2  22.2  33.3  22.2  44.4  44.4  － 

無回答 46  21.7  65.2  37.0  13.0  10.9  26.1  13.0  19.6  23.9  13.0  17.4  8.7  
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（３）あなたご自身の考え方や行動、体験などについて 

【問 13】次のア～サについて、ご自身のお考えに最も近い番号に１つずつ○をつけてく

ださい。 

ア 長所も短所も含めて、自分のことが好きだ 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、他に比べ、50 歳～69 歳で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を

あわせた“思う”の割合が高く、７割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  19.8  50.0  19.3  7.4  3.4  

性 
別 

男性 497  20.9  50.5  18.3  7.8  2.4  

女性 747  18.6  50.2  19.9  7.2  4.0  

無回答 37  29.7  40.5  18.9  5.4  5.4  

年 

齢 

別 
１８～２９歳 104  19.2  46.2  25.0  8.7  1.0  

３０～３９歳 184  15.2  49.5  22.3  11.4  1.6  

４０～４９歳 223  17.0  49.8  22.9  9.0  1.3  

５０～５９歳 194  21.6  52.1  18.0  6.7  1.5  

６０～６９歳 294  21.1  53.1  17.3  5.4  3.1  

７０歳以上 245  21.6  48.2  14.7  5.7  9.8  

無回答 37  29.7  43.2  18.9  5.4  2.7  

職 

業 

別 

勤め人 379  21.6  48.0  21.6  8.2  0.5  

勤め人（非常勤など） 237  18.6  47.3  22.8  8.9  2.5  

自営業、自由業 64  25.0  46.9  7.8  12.5  7.8  

学生 24  20.8  58.3  12.5  8.3  － 

家事専業 213  18.8  52.6  17.8  6.6  4.2  

無職 309  16.8  53.4  17.5  5.5  6.8  

その他 9  11.1  66.7  22.2  － － 

無回答 46  30.4  43.5  19.6  4.3  2.2  

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

19.8

21.7

50.0

46.8

19.3

17.5 7.8

7.4

6.1

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.8
21.7

50.0
46.8

19.3
17.5

7.4
7.8

3.4
6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答
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イ 私は人とうまくやっていける人間だ 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、年齢が高くなるにつれて「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」をあ

わせた“思う”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  14.4  57.8  19.8  5.5  2.5  

性 

別 

男性 497  14.3  55.7  21.5  6.4  2.0  

女性 747  14.7  59.7  17.9  5.0  2.7  

無回答 37  10.8  48.6  32.4  2.7  5.4  

年 
齢 

別 

１８～２９歳 104  16.3  47.1  22.1  14.4  － 

３０～３９歳 184  9.8  57.1  23.9  8.2  1.1  

４０～４９歳 223  12.1  59.6  22.0  5.4  0.9  

５０～５９歳 194  12.9  60.8  21.1  3.6  1.5  

６０～６９歳 294  14.6  60.2  18.4  4.8  2.0  

７０歳以上 245  20.8  57.1  12.2  2.4  7.3  

無回答 37  10.8  51.4  32.4  2.7  2.7  

職 

業 

別 

勤め人 379  15.0  54.6  23.0  6.9  0.5  

勤め人（非常勤など） 237  13.1  62.9  19.0  4.6  0.4  

自営業、自由業 64  14.1  59.4  17.2  4.7  4.7  

学生 24  16.7  50.0  16.7  16.7  － 

家事専業 213  16.0  61.5  16.4  3.8  2.3  

無職 309  13.6  57.0  17.8  5.2  6.5  

その他 9  22.2  44.4  22.2  11.1  － 

無回答 46  13.0  52.2  30.4  2.2  2.2  

19.8
21.7

50.0
46.8

19.3
17.5

7.4
7.8

3.4
6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

14.4

14.2

57.8

56.3

19.8

17.9 6.1

5.5

5.5

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ウ 人間関係のトラブルが生じたら、相談できる人がいる 

性別でみると、男性に比べ、女性で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」をあわせた

“思う”の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、30歳以上で、年齢が高くなるにつれて“思う”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  39.2  37.2  12.8  7.3  3.5  

性 

別 

男性 497  28.8  36.2  19.5  12.7  2.8  

女性 747  46.1  38.2  8.0  4.0  3.7  

無回答 37  40.5  29.7  18.9  2.7  8.1  

年 
齢 

別 

１８～２９歳 104  50.0  33.7  10.6  5.8  － 

３０～３９歳 184  49.5  39.7  5.4  3.3  2.2  

４０～４９歳 223  41.3  39.9  10.3  8.1  0.4  

５０～５９歳 194  38.7  40.2  12.9  6.2  2.1  

６０～６９歳 294  32.3  38.1  18.4  8.8  2.4  

７０歳以上 245  33.5  31.4  13.9  10.2  11.0  

無回答 37  40.5  32.4  18.9  2.7  5.4  

職 

業 

別 

勤め人 379  39.3  40.9  12.7  6.9  0.3  

勤め人（非常勤など） 237  42.2  39.7  11.0  5.5  1.7  

自営業、自由業 64  45.3  29.7  6.3  10.9  7.8  

学生 24  58.3  16.7  8.3  12.5  4.2  

家事専業 213  50.2  35.7  8.0  3.3  2.8  

無職 309  25.6  36.2  18.1  11.7  8.4  

その他 9  55.6  22.2  22.2  － － 

無回答 46  41.3  30.4  19.6  4.3  4.3  

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

39.2

42.8

37.2

33.2

12.8

11.0 7.0

7.3

5.9

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.8
21.7

50.0
46.8

19.3
17.5

7.4
7.8

3.4
6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答
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エ 「男は仕事、女は家庭」という考えに賛成である 

性別でみると、女性に比べ、男性で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」をあわせた

“思う”の割合が高くなっています。一方、男性に比べ、女性で「どちらかと言えばそう思わな

い」と「そう思わない」をあわせた“思わない”の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他に比べ、40歳～49歳で“思わない”、70歳以上で“思う”の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  4.0  19.5  33.3  40.7  2.6  

性 

別 

男性 497  4.2  24.9  33.4  35.0  2.4  

女性 747  3.9  16.7  32.3  44.4  2.7  

無回答 37  2.7  2.7  51.4  40.5  2.7  

年 

齢 

別 
１８～２９歳 104  2.9  20.2  34.6  42.3  － 

３０～３９歳 184  1.1  21.2  39.7  35.9  2.2  

４０～４９歳 223  2.7  17.0  31.8  48.0  0.4  

５０～５９歳 194  1.5  21.6  34.0  40.2  2.6  

６０～６９歳 294  4.1  20.1  29.6  43.9  2.4  

７０歳以上 245  10.2  20.4  29.8  33.5  6.1  

無回答 37  - 2.7  54.1  40.5  2.7  

職 

業 

別 

勤め人 379  2.4  22.4  32.2  42.2  0.8  

勤め人（非常勤など） 237  0.8  17.3  35.0  45.1  1.7  

自営業、自由業 64  3.1  18.8  28.1  43.8  6.3  

学生 24  － 8.3  37.5  54.2  － 

家事専業 213  9.9  20.2  33.3  35.7  0.9  

無職 309  5.5  19.7  31.7  36.9  6.1  

その他 9  － 33.3  44.4  22.2  － 

無回答 46  - 6.5  45.7  45.7  2.2  

19.8
21.7

50.0
46.8

19.3
17.5

7.4
7.8

3.4
6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答

N =

1281 4.0 19.5 33.3 40.7 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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オ 人権は人が幸せに暮らしていく上で大切なものである 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  64.9  28.3  2.6  1.2  3.0  

性 

別 

男性 497  62.8  30.4  2.4  2.4  2.0  

女性 747  66.4  26.9  2.8  0.3  3.6  

無回答 37  62.2  29.7  - 2.7  5.4  

年 

齢 
別 

１８～２９歳 104  60.6  34.6  2.9  1.9  － 

３０～３９歳 184  59.8  34.8  1.6  1.6  2.2  

４０～４９歳 223  55.6  35.9  5.8  0.9  1.8  

５０～５９歳 194  69.1  26.3  0.5  1.5  2.6  

６０～６９歳 294  71.8  22.4  2.4  0.7  2.7  

７０歳以上 245  67.3  22.4  2.4  0.8  6.9  

無回答 37  64.9  29.7  - 2.7  2.7  

職 

業 

別 

勤め人 379  60.9  33.0  2.9  2.1  1.1  

勤め人（非常勤など） 237  65.4  29.5  3.0  0.4  1.7  

自営業、自由業 64  68.8  25.0  － 1.6  4.7  

学生 24  58.3  33.3  － 8.3  － 

家事専業 213  70.0  24.9  2.8  － 2.3  

無職 309  65.4  23.9  2.9  0.6  7.1  

その他 9  66.7  33.3  － － － 

無回答 46  65.2  30.4  - 2.2  2.2  

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

64.9

67.4

28.3

27.2

2.7

2.6

0.6

1.2

2.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.8
21.7

50.0
46.8

19.3
17.5

7.4
7.8

3.4
6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答
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カ 差別をすることは、人間として最も恥ずべき行為である 

性別でみると、男性に比べ、女性で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」をあわせた

“思う”の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他に比べ、30歳～39歳で「そう思う」の割合が低くなっています。 

前回調査と比較すると、「そう思う」の割合が 7.1ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  55.2  37.1  3.5  1.8  2.4  

性 

別 

男性 497  51.5  38.6  4.8  2.8  2.2  

女性 747  57.3  36.8  2.4  1.1  2.4  

無回答 37  62.2  21.6  8.1  2.7  5.4  

年 
齢 

別 

１８～２９歳 104  57.7  33.7  2.9  5.8  － 

３０～３９歳 184  42.4  50.0  4.9  1.6  1.1  

４０～４９歳 223  49.8  42.2  5.4  2.2  0.4  

５０～５９歳 194  53.6  40.2  2.6  1.5  2.1  

６０～６９歳 294  62.9  31.6  2.4  0.7  2.4  

７０歳以上 245  59.2  30.6  2.4  1.2  6.5  

無回答 37  64.9  21.6  8.1  2.7  2.7  

職 

業 

別 

勤め人 379  49.9  42.2  5.8  1.8  0.3  

勤め人（非常勤など） 237  55.3  40.9  2.5  0.8  0.4  

自営業、自由業 64  48.4  42.2  3.1  － 6.3  

学生 24  58.3  29.2  － 12.5  － 

家事専業 213  57.3  37.1  1.4  2.3  1.9  

無職 309  59.5  29.4  2.9  1.6  6.5  

その他 9  88.9  11.1  － － － 

無回答 46  60.9  28.3  6.5  2.2  2.2  

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

55.2

48.1

37.1

44.1 4.3

3.5

1.8

1.8

1.8

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.8
21.7

50.0
46.8

19.3
17.5

7.4
7.8

3.4
6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答
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キ 社会的に弱い立場にある人の権利は、社会全体で守る必要がある 

性別でみると、大きな差異はありません。 

年齢別でみると、30歳以上で、年齢が高くなるにつれて「そう思う」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  47.7  43.3  4.9  1.0  3.0  

性 

別 

男性 497  45.3  44.9  6.6  0.8  2.4  

女性 747  49.1  42.8  3.7  1.1  3.2  

無回答 37  51.4  32.4  5.4  2.7  8.1  

年 
齢 

別 

１８～２９歳 104  42.3  45.2  7.7  3.8  1.0  

３０～３９歳 184  35.3  54.9  6.5  1.1  2.2  

４０～４９歳 223  38.1  52.9  6.7  1.8  0.4  

５０～５９歳 194  52.6  41.2  4.1  － 2.1  

６０～６９歳 294  52.7  39.8  5.1  0.3  2.0  

７０歳以上 245  57.1  32.7  1.2  0.4  8.6  

無回答 37  54.1  32.4  5.4  2.7  5.4  

職 

業 

別 

勤め人 379  38.5  50.4  9.0  1.3  0.8  

勤め人（非常勤など） 237  47.3  46.8  4.6  0.4  0.8  

自営業、自由業 64  46.9  43.8  4.7  － 4.7  

学生 24  62.5  33.3  － 4.2  － 

家事専業 213  54.9  38.0  3.3  1.4  2.3  

無職 309  52.1  38.2  1.9  0.3  7.4  

その他 9  66.7  22.2  － － 11.1  

無回答 46  52.2  34.8  4.3  4.3  4.3  

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

47.7

48.7

43.3

44.0

4.9

4.6

0.6

1.0

2.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.8
21.7

50.0
46.8

19.3
17.5

7.4
7.8

3.4
6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答
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ク 差別の原因は、差別された人の側にもある 

性別でみると、女性に比べ、男性で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」をあわせた

“思う”の割合が高く、５割を超えています。 

年齢別でみると、他に比べ、70 歳以上で「そう思う」の割合が高く、40 歳～59 歳で“思う”

の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  10.1  32.7  35.0  19.0  3.3  

性 

別 

男性 497  10.7  39.6  28.6  18.9  2.2  

女性 747  9.6  28.2  39.4  18.9  3.9  

無回答 37  10.8  29.7  32.4  21.6  5.4  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  6.7  32.7  43.3  16.3  1.0  

３０～３９歳 184  9.8  31.0  41.8  14.7  2.7  

４０～４９歳 223  8.1  28.7  43.0  19.7  0.4  

５０～５９歳 194  8.2  27.3  37.6  24.2  2.6  

６０～６９歳 294  9.9  36.1  30.3  21.8  2.0  

７０歳以上 245  15.1  38.4  22.4  14.7  9.4  

無回答 37  10.8  29.7  35.1  21.6  2.7  

職 

業 

別 

勤め人 379  9.2  34.6  37.2  18.7  0.3  

勤め人（非常勤など） 237  8.4  30.4  43.5  16.5  1.3  

自営業、自由業 64  10.9  32.8  31.3  18.8  6.3  

学生 24  8.3  20.8  41.7  29.2  － 

家事専業 213  9.4  25.4  39.9  22.5  2.8  

無職 309  12.0  39.5  23.3  17.5  7.8  

その他 9  22.2  22.2  33.3  11.1  11.1  

無回答 46  13.0  26.1  30.4  23.9  6.5  

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

10.1

10.9

32.7

36.5

35.0

33.5 16.0

19.0

3.1

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.8
21.7

50.0
46.8

19.3
17.5

7.4
7.8

3.4
6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答
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ケ 「みんな同じがよい」という考え方が一人ひとりの個性や違いを排除することにつながる 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、他に比べ、70歳以上で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」をあわ

せた“思う”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  27.2  44.3  16.4  8.5  3.7  

性 

別 

男性 497  26.0  44.7  17.3  9.7  2.4  

女性 747  27.6  44.2  15.9  7.9  4.4  

無回答 37  35.1  40.5  13.5  5.4  5.4  

年 
齢 

別 

１８～２９歳 104  26.0  47.1  19.2  5.8  1.9  

３０～３９歳 184  20.7  48.4  20.1  9.2  1.6  

４０～４９歳 223  27.8  46.6  18.8  6.3  0.4  

５０～５９歳 194  26.8  50.5  11.9  7.7  3.1  

６０～６９歳 294  32.0  41.5  16.3  7.5  2.7  

７０歳以上 245  24.9  36.7  14.3  13.5  10.6  

無回答 37  37.8  40.5  13.5  5.4  2.7  

職 

業 

別 

勤め人 379  23.2  47.0  19.5  9.5  0.8  

勤め人（非常勤など） 237  27.4  49.8  13.9  8.0  0.8  

自営業、自由業 64  40.6  37.5  4.7  10.9  6.3  

学生 24  37.5  45.8  12.5  4.2  － 

家事専業 213  27.7  44.1  18.8  7.0  2.3  

無職 309  25.9  40.1  15.5  9.1  9.4  

その他 9  22.2  11.1  44.4  － 22.2  

無回答 46  41.3  37.0  10.9  6.5  4.3  

 

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

27.2

25.8

44.3

47.6

16.4

16.6 6.5

8.5

3.6

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.8
21.7

50.0
46.8

19.3
17.5

7.4
7.8

3.4
6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答
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コ 人権を強調するあまり、権利に伴う義務や責任をおろそかにするのはよくない 

性別でみると、女性に比べ、男性で「そう思う」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、69歳以下で、年齢が高くなるにつれて「そう思う」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  50.4  41.5  3.8  0.9  3.5  

性 

別 

男性 497  54.1  38.8  3.4  1.4  2.2  

女性 747  48.2  42.8  4.1  0.5  4.3  

無回答 37  43.2  48.6  2.7  - 5.4  

年 
齢 

別 

１８～２９歳 104  45.2  47.1  4.8  1.0  1.9  

３０～３９歳 184  45.1  47.8  4.3  0.5  2.2  

４０～４９歳 223  50.7  43.9  3.6  0.9  0.9  

５０～５９歳 194  52.1  41.8  3.6  0.5  2.1  

６０～６９歳 294  55.1  36.7  5.1  0.7  2.4  

７０歳以上 245  49.8  36.3  2.0  1.6  10.2  

無回答 37  45.9  48.6  2.7  - 2.7  

職 

業 

別 

勤め人 379  54.6  40.6  2.6  0.8  1.3  

勤め人（非常勤など） 237  46.4  47.7  4.2  0.4  1.3  

自営業、自由業 64  56.3  32.8  3.1  3.1  4.7  

学生 24  54.2  37.5  8.3  － － 

家事専業 213  46.9  44.6  5.2  0.9  2.3  

無職 309  50.2  37.2  3.9  1.0  7.8  

その他 9  22.2  55.6  - - 22.2  

無回答 46  47.8  41.3  4.3  - 6.5  

 

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

50.4

52.5

41.5

41.0

3.8

2.7 0.7

0.9

3.0

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.8
21.7

50.0
46.8

19.3
17.5

7.4
7.8

3.4
6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答
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サ いかなる差別も、完全になくすことはむずかしい 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

年齢別でみると、年齢が低くなるにつれて「そう思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  48.6  42.9  3.6  2.1  2.9  

性 

別 

男性 497  46.9  43.9  3.2  3.6  2.4  

女性 747  49.5  42.7  3.7  0.9  3.1  

無回答 37  51.4  32.4  5.4  5.4  5.4  

年 

齢 
別 

１８～２９歳 104  62.5  30.8  4.8  1.0  1.0  

３０～３９歳 184  59.2  33.7  2.7  2.2  2.2  

４０～４９歳 223  50.2  45.7  2.2  1.3  0.4  

５０～５９歳 194  44.8  44.3  4.1  4.1  2.6  

６０～６９歳 294  43.5  48.0  4.4  2.0  2.0  

７０歳以上 245  41.2  46.5  3.3  1.2  7.8  

無回答 37  54.1  32.4  5.4  5.4  2.7  

職 

業 

別 

勤め人 379  53.3  39.8  2.6  3.4  0.8  

勤め人（非常勤など） 237  48.9  46.4  3.0  0.8  0.8  

自営業、自由業 64  46.9  39.1  6.3  3.1  4.7  

学生 24  58.3  37.5  4.2  － － 

家事専業 213  50.7  41.8  3.8  1.4  2.3  

無職 309  39.5  47.9  4.5  1.6  6.5  

その他 9  44.4  33.3  － － 22.2  

無回答 46  56.5  30.4  4.3  4.3  4.3  

 

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

48.6

48.8

42.9

43.9 3.7

3.6

1.9

2.1

1.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.8
21.7

50.0
46.8

19.3
17.5

7.4
7.8

3.4
6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答
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【問 14】あなたは、ご家庭で家事を行っていますか。あてはまる番号に１つだけ○をつ

けてください。 

「行っているが、十分ではない」の割合が 50.7％と最も高く、次いで「十分行っている」の割

合が 36.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、男性で「行っているが、十分ではない」、女性で「十分行っている」の割合が

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、18歳～29歳で「行いたいと思っているが、実際は行っていない」

の割合が高くなっています。30歳以上では、どの年代も「十分行っている」の割合が３割台、「行

っているが、十分ではない」の割合が 5割程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

１８～２９歳 104

３０～３９歳 184

４０～４９歳 223

５０～５９歳 194

６０～６９歳 294

７０歳以上 245 38.0

38.4

34.5

39.5

37.5

19.2

52.7

48.0

54.1

48.9

50.5

51.0

4.5

8.2

7.7

9.4

7.6

22.1

2.0

4.1

2.6

1.3

3.3

7.7

2.9

1.4

1.0

0.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性 497

女性 747 47.4

19.5

47.0

55.9

3.1

17.1

1.2

6.0

1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

36.0 50.7 8.8 3.01.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分行っている

行っているが、十分ではない

行いたいと思っているが、実際には行っていない

行いたいと思っておらず、実際にも行っていない

無回答

N =

1281 36.0 50.7 8.8

3.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

十
分
行
っ
て
い
る 

行
っ
て
い
る
が
、
十
分
で
は
な
い 

行
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
実

際
に
は
行
っ
て
い
な
い 

行
い
た
い
と
思
っ
て
お
ら
ず
、
実

際
に
も
行
っ
て
い
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  36.0  50.7  8.8  3.0  1.4  

性 

別 

男性 497  19.5  55.9  17.1  6.0  1.4  

女性 747  47.4  47.0  3.1  1.2  1.3  

無回答 37  27.0  56.8  13.5  - 2.7  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  19.2  51.0  22.1  7.7  － 

３０～３９歳 184  37.5  50.5  7.6  3.3  1.1  

４０～４９歳 223  39.5  48.9  9.4  1.3  0.9  

５０～５９歳 194  34.5  54.1  7.7  2.6  1.0  

６０～６９歳 294  38.4  48.0  8.2  4.1  1.4  

７０歳以上 245  38.0  52.7  4.5  2.0  2.9  

無回答 37  29.7  54.1  13.5  - 2.7  

職 
業 
別 

勤め人 379  24.3  54.4  15.8  4.7  0.8  

勤め人（非常勤など） 237  47.3  46.8  5.1  － 0.8  

自営業、自由業 64  29.7  50.0  10.9  7.8  1.6  

学生 24  － 50.0  37.5  12.5  － 

家事専業 213  60.1  38.0  0.9  0.5  0.5  

無職 309  30.1  57.9  5.5  3.6  2.9  

その他 9  22.2  44.4  11.1  11.1  11.1  

無回答 46  32.6  54.3  10.9  - 2.2  
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【問 15】あなたは、今までに、自分の人権が侵害されたと思われたことはありますか。

あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

「ない」の割合が 45.8％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 26.1％、「ある」の割合

が 25.4％となっています。 

前回調査と比較すると、「わからない」の割合が 5.5ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、男性に比べ、女性で「ある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、30歳以上では、年齢が高くなるにつれて「ある」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

１８～２９歳 104

３０～３９歳 184

４０～４９歳 223

５０～５９歳 194

６０～６９歳 294

７０歳以上 245 19.2

21.4

28.4

29.6

32.1

23.1

51.4

55.4

43.3

36.8

39.7

37.5

24.1

20.1

25.8

32.3

27.7

36.5

5.3

3.1

2.6

1.3

0.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性 497

女性 747 29.0

19.3

41.1

52.5

26.8

26.0

3.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.4
26.8

45.8
48.5

26.1
20.6

2.7
4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

25.4

26.8

45.8

48.5

26.1

20.6 4.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【県・全国調査との比較】 

県調査と比べると、「ない」の割合が 6.9ポイント低くなっています。 

全国調査と比べると、「ある」の割合が 8.8ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

あ
る 

な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  25.4  45.8  26.1  2.7  

性 

別 

男性 497  19.3  52.5  26.0  2.2  

女性 747  29.0  41.1  26.8  3.1  

無回答 37  32.4  51.4  13.5  2.7  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  23.1  37.5  36.5  2.9  

３０～３９歳 184  32.1  39.7  27.7  0.5  

４０～４９歳 223  29.6  36.8  32.3  1.3  

５０～５９歳 194  28.4  43.3  25.8  2.6  

６０～６９歳 294  21.4  55.4  20.1  3.1  

７０歳以上 245  19.2  51.4  24.1  5.3  

無回答 37  29.7  54.1  13.5  2.7  

職 

業 

別 

勤め人 379  24.3  47.0  27.4  1.3  

勤め人（非常勤など） 237  30.8  39.2  29.1  0.8  

自営業、自由業 64  20.3  48.4  28.1  3.1  

学生 24  20.8  45.8  33.3  － 

家事専業 213  22.5  47.9  24.9  4.7  

無職 309  23.9  46.6  24.6  4.9  

その他 9  66.7  33.3  － － 

無回答 46  30.4  54.3  13.0  2.2  

 

25.4
26.8

45.8
48.5

26.1
20.6

2.7
4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答

N =

明石市（平成27年） 1281

兵庫県（平成25年） 1210

全国（平成24年） 1864

25.4

24.9

16.6

45.8

52.7

83.4

26.1

19.0 3.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【問 16】（問１5）で「ある」と答えた方にお聞きします。それはどのような人権侵害で

したか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

「あらぬうわさや悪口による名誉、信用などの侵害」の割合が 44.0％と最も高く、次いで「地

域、職場、学校などでの暴力、脅迫、無理強い、仲間はずれ」の割合が 38.5％、「パワー・ハラ

スメント（職場での職務権限などを用いて行う嫌がらせやいじめ）」の割合が 32.9％となってい

ます。 

性別でみると、女性に比べ、男性で「公的機関（国、県、市、警察など）や企業、団体による

不当な扱い」「パワー・ハラスメント（職場での職務権限などを用いて行う嫌がらせやいじめ）」、

男性に比べ、女性で「あらぬうわさや悪口による名誉、信用などの侵害」「地域、職場、学校な

どでの暴力、脅迫、無理強い、仲間はずれ」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他に比べ、18～29 歳で「あらぬうわさや悪口による名誉、信用などの侵害」

「インターネットを利用した人権侵害」、60～69 歳で「公的機関（国、県、市、警察など）や企

業、団体による不当な扱い」の割合が高くなっています。また、年齢が低くなるにつれて「地域、

職場、学校などでの暴力、脅迫、無理強い、仲間はずれ」「セクシュアル・ハラスメント（性的

嫌がらせ）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 325）

前回調査（平成22年）（N = 332）

％

あらぬうわさや悪口による名誉、信用などの
侵害

公的機関（国、県、市、警察など）や企業、
団体による不当な扱い

地域、職場、学校などでの暴力、脅迫、無理
強い、仲間はずれ

パワー・ハラスメント（職場での職務権限な
どを用いて行う嫌がらせやいじめ）

家庭での暴力や虐待

配偶者や交際相手からの暴力

差別待遇（信条、性別、国籍、出身地、社会
的身分、心身の障害などによる不利な扱い）

プライバシーの侵害

セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がら
せ）

インターネットを利用した人権侵害

その他

44.0

14.8

38.5

32.9

9.2

8.3

13.2

14.5

7.7

4.3

5.5

40.1

17.2

33.7

28.9

9.9

12.0

13.6

10.8

2.7

12.0

-

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

◯ 新 
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

あ
ら
ぬ
う
わ
さ
や
悪
口
に
よ
る
名
誉
、
信
用
な
ど
の
侵
害 

公
的
機
関
（
国
、
県
、
市
、
警
察
な
ど
）
や
企
業
、
団
体

に
よ
る
不
当
な
扱
い 

地
域
、
職
場
、
学
校
な
ど
で
の
暴
力
、
脅
迫
、
無
理
強
い
、

仲
間
は
ず
れ 

パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
職
場
で
の
職
務
権
限
な
ど
を

用
い
て
行
う
嫌
が
ら
せ
や
い
じ
め
） 

家
庭
で
の
暴
力
や
虐
待 

配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力 

差
別
待
遇
（
信
条
、
性
別
、
国
籍
、
出
身
地
、
社
会
的
身

分
、
心
身
の
障
害
な
ど
に
よ
る
不
利
な
扱
い
） 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
性
的
嫌
が
ら
せ
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
人
権
侵
害 

そ
の
他 

無
回
答 

全 体 325 44.0  14.8  38.5  32.9  9.2  8.3  13.2  14.5  7.7  4.3  5.5  3.1  

性 

別 

男性 96  38.5  28.1  34.4  36.5  7.3  3.1  13.5  13.5  3.1  6.3  5.2  4.2  

女性 217  47.9  9.2  39.2  30.4  10.1  11.1  12.9  14.7  9.7  3.7  6.0  2.3  

無回答 12 16.7  8.3  58.3  50.0  8.3  - 16.7  16.7  8.3  - - 8.3  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 24  62.5  12.5  50.0  37.5  － 8.3  20.8  8.3  16.7  12.5  4.2  － 

３０～３９歳 59  42.4  10.2  47.5  33.9  8.5  5.1  6.8  11.9  13.6  5.1  5.1  3.4  

４０～４９歳 66  34.8  12.1  37.9  40.9  13.6  7.6  15.2  12.1  7.6  1.5  6.1  － 

５０～５９歳 55  45.5  12.7  36.4  34.5  10.9  7.3  16.4  21.8  7.3  5.5  3.6  1.8  

６０～６９歳 63  47.6  28.6  36.5  31.7  7.9  9.5  14.3  17.5  3.2  4.8  6.3  － 

７０歳以上 47  48.9  10.6  21.3  12.8  8.5  14.9  8.5  10.6  2.1  2.1  8.5  14.9  

無回答 11 18.2  9.1  63.6  54.5  9.1  - 18.2  18.2  9.1  - - - 

職 

業 

別 

勤め人 92  40.2  14.1  39.1  39.1  5.4  3.3  7.6  9.8  6.5  2.2  3.3  1.1  

勤め人（非常勤など） 73  47.9  12.3  37.0  42.5  8.2  6.8  13.7  15.1  9.6  5.5  4.1  2.7  

自営業、自由業 13  38.5  23.1  38.5  7.7  15.4  7.7  7.7  15.4  7.7  7.7  23.1  7.7  

学生 5  60.0  20.0  60.0  20.0  － － 20.0  20.0  － － － － 

家事専業 48  50.0  12.5  39.6  22.9  10.4  12.5  12.5  16.7  12.5  4.2  6.3  2.1  

無職 74  45.9  18.9  32.4  25.7  14.9  14.9  16.2  17.6  4.1  5.4  5.4  6.8  

その他 6  33.3  16.7  33.3  16.7  － － 33.3  16.7  － － 16.7  － 

無回答 14 21.4  7.1  64.3  50.0  7.1  7.1  28.6  14.3  14.3  7.1  7.1  - 

 

 



47 

【問 17】人権侵害を受けた時、あなたはどうされましたか。あてはまるものすべてに○

をつけてください。 

「身近な人（友だち、同僚、上司など）に相談した」の割合が 41.2％と最も高く、次いで「家

族、親戚に相談した」の割合が 30.5％、「何もしなかった」の割合が 29.2％となっています。 

前回調査と比較すると、「何もしなかった」の割合が 10.5 ポイント高くなっています。また、

「身近な人（友だち、同僚、上司など）に相談した」の割合が 8.2 ポイント低くなっています。 

性別でみると、女性で「身近な人（友だち、同僚、上司など）に相談した」、男性で「何もし

なかった」の割合が最も高くなっています。 

年齢別でみると、他に比べ、18～29 歳で「身近な人（友だち、同僚、上司など）に相談した」

「家族、親戚に相談した」の割合が高くなっています。60歳以上で「何もしなかった」の割合が

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 325）

前回調査（平成22年）（N = 332）

％

身近な人（友だち、同僚、上司
など）に相談した

家族、親戚に相談した

弁護士に相談した

警察に相談した

公的機関（市役所、法務局な
ど）に相談した

民間団体（ＮＰＯ法人など）に
相談した

相手に抗議するなど自分で解決
した

何もしなかった

その他

41.2

30.5

7.4

3.7

6.8

1.8

20.6

29.2

9.2

49.4

34.3

6.3

5.1

6.0

1.5

18.7

18.7

12.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

身
近
な
人
（
友
だ
ち
、
同
僚
、

上
司
な
ど
）
に
相
談
し
た 

家
族
、
親
戚
に
相
談
し
た 

弁
護
士
に
相
談
し
た 

警
察
に
相
談
し
た 

公
的
機
関
（
市
役
所
、
法
務

局
な
ど
）
に
相
談
し
た 

民
間
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
）
に
相
談
し
た 

相
手
に
抗
議
す
る
な
ど
自
分

で
解
決
し
た 

何
も
し
な
か
っ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全 体 325 41.2  30.5  7.4  3.7  6.8  1.8  20.6  29.2  9.2  2.2  

性 

別 

男性 96  30.2  24.0  13.5  2.1  11.5  3.1  19.8  33.3  9.4  1.0  

女性 217  45.6  32.7  4.6  4.1  5.1  1.4  20.7  28.1  7.8  2.8  

無回答 12 50.0  41.7  8.3  8.3  - - 25.0  16.7  33.3  - 

年 

齢 

別 

１８～２９歳 24  54.2  62.5  － 4.2  － 4.2  12.5  12.5  12.5  － 

３０～３９歳 59  44.1  33.9  1.7  － 6.8  1.7  20.3  27.1  8.5  3.4  

４０～４９歳 66  45.5  27.3  10.6  3.0  7.6  1.5  22.7  30.3  3.0  1.5  

５０～５９歳 55  52.7  29.1  10.9  3.6  7.3  1.8  23.6  25.5  5.5  1.8  

６０～６９歳 63  31.7  30.2  9.5  6.3  7.9  3.2  14.3  34.9  9.5  1.6  

７０歳以上 47  21.3  14.9  6.4  4.3  8.5  － 25.5  38.3  14.9  4.3  

無回答 11 54.5  36.4  9.1  9.1  - - 27.3  18.2  36.4  - 

職 

業 
別 

勤め人 92  45.7  26.1  8.7  2.2  6.5  1.1  21.7  29.3  6.5  1.1  

勤め人（非常勤など） 73  43.8  34.2  8.2  5.5  4.1  1.4  12.3  28.8  6.8  2.7  

自営業、自由業 13  30.8  15.4  7.7  － － 7.7  7.7  30.8  15.4  7.7  

学生 5  40.0  60.0  20.0  － － － 20.0  － － － 

家事専業 48  33.3  41.7  2.1  2.1  6.3  － 18.8  37.5  6.3  2.1  

無職 74  36.5  23.0  6.8  4.1  10.8  2.7  27.0  31.1  10.8  2.7  

その他 6  66.7  33.3  16.7  － 33.3  16.7  33.3  － 16.7  － 

無回答 14 50.0  42.9  7.1  14.3  - - 35.7  14.3  35.7  - 
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【問 18】（問 17）で「４」「５」のどちらにも○をつけなかった方にお聞きします。公的

機関に相談しようとしなかったのはなぜですか。あてはまるものすべてに○をつけて

ください。 

「なるべく自分たちで解決したいから」の割合が 31.1％と最も高く、次いで「わかってもらえ

ないから」の割合が 25.3％、「どこで相談を受けてもらえるかわからないから」の割合が 23.3％

となっています。 

前回調査と比較すると、「わかってもらえないから」の割合が 7.4ポイント、「どこで相談を受

けてもらえるかわからないから」の割合が 5.1ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

なるべく自分たちで解決し
たいから

支援が得られず頼りになら
ないから

情報が得られず頼りになら
ないから

民間の相談機関の方が頼り
になるから

わかってもらえないから

秘密が守られるのか不安だ
から

秘密を知られたくないから

どこで相談を受けてもらえ
るかわからないから

その他

31.1

16.6

10.1

3.4

25.3

9.1

5.4

23.3

11.5

26.8

16.2

6.6

3.0

17.9

8.9

4.3

18.2

16.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 296）

前回調査（平成22年）（N = 302）
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

な
る
べ
く
自
分
た
ち
で
解
決
し

た
い
か
ら 

支
援
が
得
ら
れ
ず
頼
り
に
な
ら

な
い
か
ら 

情
報
が
得
ら
れ
ず
頼
り
に
な
ら

な
い
か
ら 

民
間
の
相
談
機
関
の
方
が
頼
り

に
な
る
か
ら 

わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
か
ら 

秘
密
が
守
ら
れ
る
の
か
不
安
だ

か
ら 

秘
密
を
知
ら
れ
た
く
な
い
か
ら 

ど
こ
で
相
談
を
受
け
て
も
ら
え

る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

全 体 296 31.1  16.6  10.1  3.4  25.3  9.1  5.4  23.3  11.5  16.6  

性 

別 

男性 85  34.1  34.1  20.0  7.1  24.7  11.8  7.1  17.6  8.2  12.9  

女性 200  29.5  10.0  6.5  2.0  25.5  8.0  5.0  23.5  12.5  19.0  

無回答 11 36.4  - - - 27.3  9.1  - 63.6  18.2  - 

年 

齢 

別 

１８～２９歳 23  26.1  26.1  21.7  8.7  26.1  4.3  4.3  39.1  13.0  8.7  

３０～３９歳 55  32.7  16.4  5.5  － 21.8  7.3  1.8  25.5  10.9  21.8  

４０～４９歳 60  31.7  16.7  10.0  6.7  23.3  10.0  8.3  20.0  13.3  20.0  

５０～５９歳 50  24.0  22.0  12.0  6.0  28.0  22.0  6.0  18.0  10.0  16.0  

６０～６９歳 55  32.7  18.2  14.5  1.8  32.7  3.6  7.3  20.0  16.4  7.3  

７０歳以上 43  34.9  7.0  4.7  － 20.9  4.7  4.7  16.3  2.3  25.6  

無回答 10 40.0  - - - 20.0  10.0  - 70.0  20.0  - 

職 
業 
別 

勤め人 86  31.4  19.8  7.0  3.5  19.8  9.3  5.8  27.9  10.5  17.4  

勤め人（非常勤など） 67  23.9  20.9  19.4  4.5  28.4  16.4  3.0  25.4  9.0  20.9  

自営業、自由業 13  30.8  30.8  23.1  － 38.5  7.7  7.7  － 7.7  15.4  

学生 5  40.0  20.0  20.0  20.0  20.0  － － 40.0  － 20.0  

家事専業 44  25.0  4.5  2.3  4.5  22.7  4.5  6.8  13.6  20.5  22.7  

無職 65  40.0  15.4  9.2  － 27.7  6.2  7.7  18.5  10.8  10.8  

その他 4  25.0  25.0  － 25.0  50.0  － － － － － 

無回答 12 41.7  - - - 25.0  8.3  - 66.7  16.7  - 
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【問 19】あなたは、今までに、他人の人権を侵害したことがあると思いますか。あては

まる番号に１つだけ○をつけてください。 

「自分では気づかなかったが、あるかも知れない」の割合が 50.6％と最も高く、次いで「ない

と思う」の割合が 33.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、30歳以上で、年齢が高くなるにつれて「ないと思う」の割合が高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【県調査との比較】 

県調査と比べると、「ないと思う」の割合が 11.5ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

N =

１８～２９歳 104

３０～３９歳 184

４０～４９歳 223

５０～５９歳 194

６０～６９歳 294

７０歳以上 245 48.6

37.4

33.0

25.1

19.0

28.8

40.4

50.7

50.0

55.6

59.8

51.9

2.0

6.1

8.2

8.5

12.0

7.7

4.9

4.1

5.7

9.4

8.7

10.6

4.1

1.7

3.1

1.3

0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

今回調査（平成27年） 1281

前回調査（平成22年） 1237

33.6

34.6

50.6

51.1

7.1

7.0 4.5

6.6
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33.6
34.6
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ないと思う

自分では気づかなかったが、あるかも知れない

あると思う

わからない

無回答

N =

明石市（平成27年） 1281

兵庫県（平成25年） 1210

33.6

45.1

50.6

41.7

7.1

6.0 6.4

6.6

0.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

な
い
と
思
う 

自
分
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た

が
、
あ
る
か
も
知
れ
な
い 

あ
る
と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  33.6  50.6  7.1  6.6  2.1  

性 

別 

男性 497  32.4  52.1  9.5  5.2  0.8  

女性 747  34.0  50.1  5.5  7.5  2.9  

無回答 37  43.2  40.5  8.1  5.4  2.7  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  28.8  51.9  7.7  10.6  1.0  

３０～３９歳 184  19.0  59.8  12.0  8.7  0.5  

４０～４９歳 223  25.1  55.6  8.5  9.4  1.3  

５０～５９歳 194  33.0  50.0  8.2  5.7  3.1  

６０～６９歳 294  37.4  50.7  6.1  4.1  1.7  

７０歳以上 245  48.6  40.4  2.0  4.9  4.1  

無回答 37  45.9  40.5  8.1  2.7  2.7  

職 

業 
別 

勤め人 379  29.3  52.2  11.3  6.3  0.8  

勤め人（非常勤など） 237  28.7  57.8  3.8  7.2  2.5  

自営業、自由業 64  39.1  42.2  10.9  7.8  － 

学生 24  25.0  58.3  － 16.7  － 

家事専業 213  37.1  46.5  5.6  7.5  3.3  

無職 309  38.2  48.9  4.5  5.2  3.2  

その他 9  22.2  55.6  22.2  － － 

無回答 46  47.8  37.0  8.7  4.3  2.2  

 

 



53 

【問 20】あなたはこれまでに、学校の授業や職場の研修、その他の講演会などにおいて、

人権や差別問題について学習したことがありますか。あてはまるものすべてに○をつ

けてください。 

「学校の授業で学習したことがある」の割合が 52.6％と最も高く、次いで「学校の授業や職場

の研修以外の講演会などで学習したことがある」の割合が 24.4％、「職場の研修で学習したこと

がある」の割合が 23.2％となっています。 

前回調査と比較すると、「学校の授業や職場の研修以外の講演会などで学習したことがある」

の割合が 10.3ポイント低くなっています。 

年齢別でみると、他に比べ、50歳～69歳で「職場の研修で学習したことがある」、60歳以上で

「学習したことがない」の割合が高くなっています。また、年齢が高くなるにつれて「学校の授

業で学習したことがある」の割合が低く、「学校の授業や職場の研修以外の講演会などで学習し

たことがある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

学校の授業で学習したことがある

職場の研修で学習したことがある

学校の授業や職場の研修以外の講
演会などで学習したことがある

学習したことがない

52.6

23.2

24.4

19.4

52.8

22.6

34.7

23.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 1281）

前回調査（平成22年）（N = 1237）
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

学
校
の
授
業
で
学
習
し
た
こ

と
が
あ
る 

職
場
の
研
修
で
学
習
し
た
こ

と
が
あ
る 

学
校
の
授
業
や
職
場
の
研
修

以
外
の
講
演
会
な
ど
で
学
習

し
た
こ
と
が
あ
る 

学
習
し
た
こ
と
が
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  52.6  23.2  24.4  19.4  3.2  

性 

別 

男性 497  48.5  31.8  18.7  22.1  1.8  

女性 747  55.3  17.0  28.6  17.7  3.7  

無回答 37  54.1  32.4  16.2  18.9  10.8  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  87.5  18.3  3.8  8.7  1.9  

３０～３９歳 184  87.0  20.1  9.8  6.0  1.6  

４０～４９歳 223  75.8  21.1  22.4  8.5  0.4  

５０～５９歳 194  69.6  31.4  27.3  8.8  2.1  

６０～６９歳 294  21.4  29.6  33.7  31.6  1.7  

７０歳以上 245  14.3  13.5  33.9  38.0  9.4  

無回答 37  56.8  35.1  16.2  18.9  8.1  

職 

業 
別 

勤め人 379  73.9  34.8  13.5  9.5  1.3  

勤め人（非常勤など） 237  62.0  21.9  24.5  14.8  2.1  

自営業、自由業 64  46.9  15.6  26.6  23.4  1.6  

学生 24  87.5  8.3  16.7  8.3  － 

家事専業 213  49.3  11.7  34.7  19.2  3.8  

無職 309  21.0  19.7  31.4  35.3  5.8  

その他 9  33.3  11.1  33.3  22.2  － 

無回答 46  50.0  30.4  19.6  19.6  8.7  
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【問 21】（問 20）で「１」、「２」、「３」のいずれかを回答された方にお聞きします。それ

ぞれについて、どのような感想を持ちましたか。 

① 学校の授業 

「人権侵害（差別）の現実がよくわかった」の割合が 53.7％と最も高く、次いで「人権の大切

さがよくわかった」の割合が 45.0％、「差別は許せないと思う気持ちが強まった」の割合が 28.9％

となっています。 

前回調査と比較すると、「差別は許せないと思う気持ちが強まった」の割合が 7.7 ポイント低

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 職場の研修 

「人権侵害（差別）の現実がよくわかった」の割合が 56.6％と最も高く、次いで「人権の大切

さがよくわかった」の割合が 56.2％、「差別は許せないと思う気持ちが強まった」の割合が 30.3％

となっています。 

前回調査と比較すると、「人権の大切さがよくわかった」の割合が 10.1ポイント高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 297）

前回調査（平成22年）（N = 280）

％

人権の大切さがよくわかっ
た

人権侵害（差別）の現実が
よくわかった

差別は許せないと思う気持
ちが強まった

話が難しくてよくわからな
かった

自分にはあまり関係のない
話だと思った

建て前的な話でしんどかっ
た

その他

56.2

56.6

30.3

2.4

5.1

17.5

2.0

46.1

57.5

30.0

4.3

6.4

16.1

6.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 674）

前回調査（平成22年）（N = 653）

％

人権の大切さがよくわかっ
た

人権侵害（差別）の現実が
よくわかった

差別は許せないと思う気持
ちが強まった

話が難しくてよくわからな
かった

自分にはあまり関係のない
話だと思った

建て前的な話でしんどかっ
た

その他

45.0

53.7

28.9

7.6

12.5

10.8

3.3

45.9

53.8

36.6

5.2

10.0

12.7

5.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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③ 学校の授業や職場の研修以外の講演会など 

「人権侵害（差別）の現実がよくわかった」の割合が 57.5％と最も高く、次いで「人権の大切

さがよくわかった」の割合が 50.8％、「差別は許せないと思う気持ちが強まった」の割合が 32.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 313）

前回調査（平成22年）（N = 429）

％

人権の大切さがよくわかっ
た

人権侵害（差別）の現実が
よくわかった

差別は許せないと思う気持
ちが強まった

話が難しくてよくわからな
かった

自分にはあまり関係のない
話だと思った

建て前的な話でしんどかっ
た

その他

50.8

57.5

32.9

3.2

5.4

16.3

3.5

49.4

54.5

28.7

5.6

5.6

15.4

3.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【問 22】人権啓発を推進するためには、どのような啓発広報活動が効果的だと思います

か。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

「テレビ、ラジオ」の割合が 48.9％と最も高く、次いで「講習会や研修会」の割合が 36.1％、

「広報紙、パンフレット、ポスター」の割合が 31.2％となっています。 

前回調査と比較すると、「講習会や研修会」の割合が 8.2ポイント、「車椅子やアイマスクなど

をもちいた障害のある人や高齢者などの擬似体験」の割合が 8.0 ポイント、「高齢者や障害のあ

る人との交流会」の割合が 6.1ポイント高くなっています。 

性別でみると、男性に比べ、女性で「車椅子やアイマスクなどをもちいた障害のある人や高齢

者などの擬似体験」の割合が高くなっています。 

年齢別でみると、他に比べ、18 歳～29 歳で「映画、ビデオ」「新聞、雑誌、週刊誌」、30 歳～

49歳で「車椅子やアイマスクなどをもちいた障害のある人や高齢者などの擬似体験」の割合が高

くなっています。また、年齢が低くなるにつれて「テレビ、ラジオ」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 1281）

前回調査（平成22年）（N = 1237）

％

講習会や研修会

啓発パネル等の展示会

広報紙、パンフレット、ポスター

テレビ、ラジオ

映画、ビデオ

新聞、雑誌、週刊誌

ワークショップ（専門家を交えた少人
数の討論会）

車椅子やアイマスクなどをもちいた障
害のある人や高齢者などの擬似体験

高齢者や障害のある人との交流会

メールマガジン（電子メールによる定
期的な啓発情報等の配信）

特にない

わからない

その他

36.1

10.1

31.2

48.9

18.5

27.6

9.8

23.0

26.3

3.2

3.6

7.1

4.1

27.9

7.8

30.3

44.1

21.8

26.9

7.4

15.0

20.2

4.0

3.4

10.1

4.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

講
習
会
や
研
修
会 

啓
発
パ
ネ
ル
等
の
展
示
会 

広
報
紙
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー 

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ 

映
画
、
ビ
デ
オ 

新
聞
、
雑
誌
、
週
刊
誌 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
専
門
家
を
交
え
た
少
人

数
の
討
論
会
） 

車
椅
子
や
ア
イ
マ
ス
ク
な
ど
を
も
ち
い
た
障

害
の
あ
る
人
や
高
齢
者
な
ど
の
擬
似
体
験 

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
と
の
交
流
会 

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
（
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
定

期
的
な
啓
発
情
報
等
の
配
信
） 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全 体 1281  36.1  10.1  31.2  48.9  18.5  27.6  9.8  23.0  26.3  3.2  3.6  7.1  4.1  5.4  

性 

別 

男性 497  38.0  11.5  33.0  48.9  17.1  27.6  10.9  19.3  23.3  4.2  5.4  6.0  3.8  4.2  

女性 747  34.8  9.5  30.1  49.4  19.7  27.8  9.1  25.3  28.2  2.5  2.3  7.6  3.9  6.2  

無回答 37  37.8  5.4  29.7  37.8  13.5  21.6  10.8  27.0  27.0  2.7  5.4  10.8  13.5  5.4  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  29.8  9.6  27.9  63.5  35.6  36.5  6.7  23.1  25.0  4.8  1.0  10.6  4.8  1.9  

３０～３９歳 184  31.5  8.7  27.2  57.6  20.7  23.9  10.3  30.4  25.5  2.7  4.9  6.0  5.4  2.7  

４０～４９歳 223  35.4  6.3  26.0  51.1  16.6  26.5  12.1  31.4  27.8  4.5  3.6  4.5  5.4  2.7  

５０～５９歳 194  39.2  11.3  34.5  46.9  23.7  23.7  12.4  24.2  27.8  5.2  3.1  9.8  4.1  5.7  

６０～６９歳 294  38.1  12.6  33.3  47.3  14.6  30.6  7.1  20.7  24.1  2.7  3.7  5.4  4.4  5.1  

７０歳以上 245  38.0  11.8  35.1  38.8  12.7  27.8  9.8  11.0  27.3  0.8  4.1  8.2  － 11.4  

無回答 37  37.8  5.4  32.4  40.5  13.5  21.6  10.8  27.0  27.0  2.7  2.7  10.8  13.5  5.4  

職 

業 

別 

勤め人 379  36.7  10.0  29.6  53.8  21.1  25.9  11.6  24.5  24.0  4.5  5.3  4.7  4.7  2.4  

勤め人 
（非常勤など） 237  38.0  8.4  29.1  51.5  19.0  30.0  10.5  29.5  29.1  4.6  2.5  4.6  4.2  5.1  

自営業、自由業 64  23.4  9.4  18.8  45.3  23.4  20.3  9.4  28.1  26.6  4.7  1.6  12.5  6.3  4.7  

学生 24  45.8  8.3  29.2  50.0  16.7  37.5  16.7  25.0  37.5  8.3  4.2  8.3  8.3  － 

家事専業 213  34.3  9.9  37.6  49.8  21.1  27.2  5.6  22.1  25.8  0.9  3.3  8.5  2.8  4.7  

無職 309  37.9  12.3  33.0  42.7  12.3  29.4  8.7  14.9  26.9  1.3  3.2  9.4  1.6  10.0  

その他 9  22.2  22.2  44.4  33.3  22.2  22.2  33.3  22.2  22.2  11.1  － 11.1  22.2  11.1  

無回答 46  34.8  6.5  30.4  39.1  17.4  23.9  10.9  28.3  23.9  2.2  2.2  8.7  13.0  6.5  
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【問 23】あなたは、次のことについて知っていますか。ア～クそれぞれについて、あて

はまる番号に１つずつ○をつけてください。 

ア 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（DV 防止法）、ウ 人権擁護委

員、キ あかし男女共同参画センターで「名称を聞いたことがある」の割合が高くなっています。 

イ 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）、エ あかしヒュ

ーマンフェスタ、オ 人権啓発冊子「みんなのしあわせのために」、カ 厚生館、ク 明石市後

見支援センターで「知らない」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.8 32.6 44.6 14.3 3.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容をよく知っている 少しは内容を知っている

名称を聞いたことはある 知らない

無回答

ア　配偶者からの暴力の防止及び被害者
　　の保護等に関する法律（DV防止法）

イ　障害を理由とする差別の解消の推進に
　　関する法律（障害者差別解消法）

ウ　人権擁護委員

エ　あかしヒューマンフェスタ

N = 1281

オ　人権啓発冊子「みんなのしあわせ
　　のために」

カ　厚生館

キ　あかし男女共同参画センター

ク　明石市後見支援センター

1.4

3.3

3.7

1.7

0.9

2.3

2.2

4.8

5.8

14.2

8.4

6.2

2.3

11.2

17.4

32.6

25.7

39.3

23.7

15.1

19.0

41.0

28.8

44.6

63.2

39.1

59.6

72.4

47.4

14.3

73.1

40.9

4.0

4.1

4.6

4.6

4.2

3.7

4.6

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【ア 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（DV防止法）】 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

内
容
を
よ
く

知
っ
て
い
る 

少
し
は
内
容

を
知
っ
て
い

る 名
称
を
聞
い

た
こ
と
は
あ

る 知
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  4.8  32.6  44.6  14.3  3.7  

性 

別 

男性 497  6.2  35.4  40.8  14.9  2.6  

女性 747  4.0  30.8  47.4  13.7  4.1  

無回答 37  2.7  32.4  37.8  18.9  8.1  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  1.0  29.8  45.2  23.1  1.0  

３０～３９歳 184  3.8  23.9  58.7  13.0  0.5  

４０～４９歳 223  4.9  36.8  50.2  7.2  0.9  

５０～５９歳 194  3.6  35.6  47.9  9.3  3.6  

６０～６９歳 294  6.8  35.7  37.4  17.0  3.1  

７０歳以上 245  6.1  30.2  35.5  18.0  10.2  

無回答 37  2.7  35.1  37.8  18.9  5.4  

職 

業 

別 

勤め人 379  4.7  34.8  47.8  11.6  1.1  

勤め人（非常勤など） 237  3.8  28.7  50.2  14.3  3.0  

自営業、自由業 64  1.6  45.3  32.8  15.6  4.7  

学生 24  4.2  37.5  33.3  25.0  － 

家事専業 213  3.3  33.3  44.6  14.6  4.2  

無職 309  7.4  29.4  40.5  15.5  7.1  

その他 9  11.1  33.3  44.4  11.1  － 

無回答 46  4.3  32.6  39.1  19.6  4.3  

 

【イ 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）】 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

内
容
を
よ
く

知
っ
て
い
る 

少
し
は
内
容

を
知
っ
て
い

る 名
称
を
聞
い

た
こ
と
は
あ

る 知
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  2.2  17.4  28.8  47.4  4.2  

性 

別 

男性 497  2.2  20.7  30.2  44.3  2.6  

女性 747  2.0  15.0  28.4  49.5  5.1  

無回答 37  5.4  21.6  18.9  45.9  8.1  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  2.9  12.5  33.7  50.0  1.0  

３０～３９歳 184  2.2  9.8  37.5  50.0  0.5  

４０～４９歳 223  3.6  14.8  27.4  53.4  0.9  

５０～５９歳 194  0.5  23.2  28.4  45.4  2.6  

６０～６９歳 294  2.0  23.5  25.2  45.6  3.7  

７０歳以上 245  1.6  15.1  27.8  42.4  13.1  

無回答 37  5.4  21.6  18.9  48.6  5.4  

職 

業 

別 

勤め人 379  2.9  19.3  29.3  47.5  1.1  

勤め人（非常勤など） 237  1.7  13.1  29.5  52.3  3.4  

自営業、自由業 64  － 23.4  31.3  40.6  4.7  

学生 24  12.5  12.5  29.2  45.8  － 

家事専業 213  0.9  13.1  31.0  50.7  4.2  

無職 309  1.6  19.7  26.9  43.0  8.7  

その他 9  － 33.3  22.2  44.4  － 

無回答 46  6.5  19.6  21.7  45.7  6.5  
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【ウ 人権擁護委員】 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

内
容
を
よ
く

知
っ
て
い
る 

少
し
は
内
容

を
知
っ
て
い

る 名
称
を
聞
い

た
こ
と
は
あ

る 知
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  2.3  11.2  41.0  40.9  4.7  

性 

別 

男性 497  2.6  14.9  43.7  35.4  3.4  

女性 747  2.0  9.0  39.4  44.3  5.4  

無回答 37  2.7  5.4  37.8  45.9  8.1  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  － 2.9  23.1  73.1  1.0  

３０～３９歳 184  1.6  6.5  31.5  59.2  1.1  

４０～４９歳 223  2.7  5.8  43.0  47.5  0.9  

５０～５９歳 194  0.5  14.4  48.5  34.0  2.6  

６０～６９歳 294  3.1  18.7  44.2  29.3  4.8  

７０歳以上 245  3.7  12.2  44.5  25.7  13.9  

無回答 37  2.7  5.4  37.8  48.6  5.4  

職 

業 

別 

勤め人 379  1.8  13.5  37.7  45.6  1.3  

勤め人（非常勤など） 237  2.1  6.8  36.7  50.6  3.8  

自営業、自由業 64  － 20.3  48.4  26.6  4.7  

学生 24  － 12.5  20.8  66.7  － 

家事専業 213  1.9  9.4  42.7  39.4  6.6  

無職 309  3.9  11.0  48.5  28.5  8.1  

その他 9  － 33.3  22.2  44.4  － 

無回答 46  2.2  6.5  34.8  47.8  8.7  

 

【エ あかしヒューマンフェスタ】 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

内
容
を
よ
く

知
っ
て
い
る 

少
し
は
内
容

を
知
っ
て
い

る 名
称
を
聞
い

た
こ
と
は
あ

る 知
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  0.9  2.3  19.0  73.1  4.6  

性 

別 

男性 497  0.8  2.6  13.7  79.5  3.4  

女性 747  1.1  2.3  22.9  68.7  5.1  

無回答 37  - - 13.5  75.7  10.8  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  － － 14.4  84.6  1.0  

３０～３９歳 184  1.6  3.3  19.0  75.5  0.5  

４０～４９歳 223  0.4  2.7  20.2  75.3  1.3  

５０～５９歳 194  1.5  3.1  22.2  70.1  3.1  

６０～６９歳 294  0.7  2.7  19.0  73.5  4.1  

７０歳以上 245  1.2  1.6  18.4  65.3  13.5  

無回答 37  - - 13.5  78.4  8.1  

職 

業 

別 

勤め人 379  1.1  3.7  13.2  80.7  1.3  

勤め人（非常勤など） 237  0.8  3.0  22.4  70.9  3.0  

自営業、自由業 64  － 4.7  25.0  65.6  4.7  

学生 24  － － 12.5  87.5  － 

家事専業 213  1.9  1.9  24.9  66.2  5.2  

無職 309  0.6  0.6  19.1  70.2  9.4  

その他 9  － － 11.1  88.9  － 

無回答 46  - - 19.6  71.7  8.7  
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【オ 人権啓発冊子「みんなのしあわせのために」】 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

内
容
を
よ
く

知
っ
て
い
る 

少
し
は
内
容

を
知
っ
て
い

る 名
称
を
聞
い

た
こ
と
は
あ

る 知
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  1.7  6.2  15.1  72.4  4.6  

性 

別 

男性 497  1.4  5.0  12.5  78.1  3.0  

女性 747  1.9  7.0  17.0  68.7  5.5  

無回答 37  2.7  5.4  10.8  73.0  8.1  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  － 1.9  14.4  82.7  1.0  

３０～３９歳 184  1.6  3.3  8.7  85.9  0.5  

４０～４９歳 223  0.9  5.8  9.0  83.4  0.9  

５０～５９歳 194  2.6  7.2  14.4  72.2  3.6  

６０～６９歳 294  1.4  8.5  19.4  66.3  4.4  

７０歳以上 245  2.9  6.9  21.6  55.1  13.5  

無回答 37  2.7  5.4  10.8  75.7  5.4  

職 

業 

別 

勤め人 379  1.6  4.5  10.8  81.8  1.3  

勤め人（非常勤など） 237  1.7  5.9  18.1  70.9  3.4  

自営業、自由業 64  － 7.8  15.6  71.9  4.7  

学生 24  － 4.2  16.7  79.2  － 

家事専業 213  1.9  7.0  15.0  70.0  6.1  

無職 309  2.3  7.8  17.8  63.1  9.1  

その他 9  － 11.1  11.1  77.8  － 

無回答 46  2.2  4.3  15.2  73.9  4.3  

 

【カ 厚生館】 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

内
容
を
よ
く

知
っ
て
い
る 

少
し
は
内
容

を
知
っ
て
い

る 名
称
を
聞
い

た
こ
と
は
あ

る 知
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  3.7  8.4  23.7  59.6  4.6  

性 

別 

男性 497  4.0  8.2  23.7  60.8  3.2  

女性 747  3.6  8.2  24.0  58.9  5.4  

無回答 37  2.7  16.2  16.2  56.8  8.1  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  － 5.8  25.0  68.3  1.0  

３０～３９歳 184  2.7  7.6  22.3  66.3  1.1  

４０～４９歳 223  2.7  6.3  21.1  69.1  0.9  

５０～５９歳 194  4.6  4.6  27.8  60.3  2.6  

６０～６９歳 294  4.8  11.9  22.4  56.1  4.8  

７０歳以上 245  5.3  9.8  25.3  46.1  13.5  

無回答 37  2.7  16.2  18.9  56.8  5.4  

職 

業 

別 

勤め人 379  3.7  5.3  19.5  70.2  1.3  

勤め人（非常勤など） 237  3.0  9.3  26.6  57.8  3.4  

自営業、自由業 64  1.6  15.6  23.4  54.7  4.7  

学生 24  4.2  4.2  25.0  66.7  － 

家事専業 213  4.2  8.9  24.9  55.9  6.1  

無職 309  4.5  9.1  25.9  52.1  8.4  

その他 9  11.1  22.2  11.1  55.6  － 

無回答 46  2.2  13.0  23.9  52.2  8.7  
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【キ あかし男女共同参画センター】 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

内
容
を
よ
く

知
っ
て
い
る 

少
し
は
内
容

を
知
っ
て
い

る 名
称
を
聞
い

た
こ
と
は
あ

る 知
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  3.3  14.2  39.3  39.1  4.1  

性 

別 

男性 497  2.2  10.7  33.4  50.9  2.8  

女性 747  4.0  16.3  43.8  31.1  4.8  

無回答 37  2.7  18.9  27.0  43.2  8.1  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  1.9  16.3  41.3  39.4  1.0  

３０～３９歳 184  0.5  13.0  45.1  40.2  1.1  

４０～４９歳 223  4.0  16.6  43.0  35.4  0.9  

５０～５９歳 194  2.6  11.3  44.8  38.1  3.1  

６０～６９歳 294  4.1  14.6  34.7  43.5  3.1  

７０歳以上 245  4.9  13.1  33.1  36.3  12.7  

無回答 37  2.7  18.9  29.7  43.2  5.4  

職 

業 

別 

勤め人 379  2.4  12.9  38.5  44.9  1.3  

勤め人（非常勤など） 237  2.5  14.8  45.1  34.2  3.4  

自営業、自由業 64  1.6  15.6  31.3  48.4  3.1  

学生 24  8.3  16.7  45.8  29.2  － 

家事専業 213  5.6  16.9  43.7  29.1  4.7  

無職 309  2.9  11.3  36.2  41.4  8.1  

その他 9  11.1  22.2  22.2  44.4  － 

無回答 46  4.3  23.9  26.1  39.1  6.5  

 

【ク 明石市後見支援センター】 

単位：％ 

区 分 

調
査
数
（
件
） 

内
容
を
よ
く

知
っ
て
い
る 

少
し
は
内
容

を
知
っ
て
い

る 名
称
を
聞
い

た
こ
と
は
あ

る 知
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1281  1.4  5.8  25.7  63.2  4.0  

性 

別 

男性 497  1.4  4.6  21.9  69.6  2.4  

女性 747  1.3  6.4  28.6  58.8  4.8  

無回答 37  2.7  8.1  16.2  64.9  8.1  

年 

齢 

別 

１８～２９歳 104  － 3.8  22.1  73.1  1.0  

３０～３９歳 184  0.5  3.3  21.2  74.5  0.5  

４０～４９歳 223  0.4  4.0  24.2  70.4  0.9  

５０～５９歳 194  1.0  5.7  24.7  65.5  3.1  

６０～６９歳 294  2.0  8.2  28.9  57.5  3.4  

７０歳以上 245  2.9  6.9  30.2  48.2  11.8  

無回答 37  2.7  8.1  16.2  67.6  5.4  

職 

業 

別 

勤め人 379  1.3  3.7  21.4  72.3  1.3  

勤め人（非常勤など） 237  0.4  7.2  23.6  65.8  3.0  

自営業、自由業 64  － 9.4  31.3  56.3  3.1  

学生 24  － 4.2  12.5  83.3  － 

家事専業 213  1.4  5.2  31.5  56.8  5.2  

無職 309  1.9  7.1  29.1  54.4  7.4  

その他 9  11.1  － 11.1  77.8  － 

無回答 46  4.3  6.5  23.9  58.7  6.5  
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（４）人権意識について 
 

【自尊感情と人権意識との関連】 

◆ 自尊感情（問１３ア） × 人権問題に対する感覚（問２） 

自尊感情高いで人権問題を「ひじょうに身近に感じる」と「身近に感じる」をあわせた“身

近に感じる”割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 自尊感情（問１３ア） × 人権や差別に関する考え－人権は人が幸せに暮らしていく上

で大切なものである（問１３オ） 

自尊感情高いで「人権は人が幸せに暮らしていく上で大切なものである」について「そう

思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 自尊感情（問１３ア） × 人権や差別に関する考え－いかなる差別も、完全になくすこ

とはむずかしい（問１３サ） 

自尊感情低いで「いかなる差別も、完全になくすことはむずかしい」について「そう思う」

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

N =

自尊感情高い 895

自尊感情低い 342 55.3

46.8

38.9

45.9

2.6

4.1

2.6

2.0

0.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

自尊感情高い 895

自尊感情低い 342 62.6

67.3

31.6

28.0

4.1

2.1

0.9

1.2

0.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.36.1 29.223.4 24.830.4 32.732.7 2.94.11.92.31.20.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひじょうに身近に感じる 身近に感じる どちらとも言えない

あまり身近に感じない まったく身近に感じない わからない

無回答

N =

自尊感情高い 895

自尊感情低い 342 6.1

7.3

23.4

29.2

30.4

24.8

32.7

32.7

4.1

2.9

2.3

1.9

0.9

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

67.362.6 28.031.6 2.14.11.20.91.30.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答

46.855.3 45.938.9 4.12.62.02.61.10.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答
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【コミュニケーション能力と人権意識との関連】 

◆ コミュニケーション能力（問１３イ） × 人権問題に対する感覚（問２） 

コミュニケーション能力高いで人権問題を「ひじょうに身近に感じる」と「身近に感じる」

をあわせた“身近に感じる”割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ コミュニケーション能力（問１３イ） × 人権や差別に関する考え－人権は人が幸せに

暮らしていく上で大切なものである（問１３オ） 

コミュニケーション能力高いで「人権は人が幸せに暮らしていく上で大切なものである」

について「そう思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ コミュニケーション能力（問１３イ） × 人権や差別に関する考え－いかなる差別も、

完全になくすことはむずかしい（問１３サ） 

コミュニケーション能力低いで「いかなる差別も、完全になくすことはむずかしい」につ

いて「そう思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

コミュニケーション能力
高い

926

コミュニケーション能力
低い

323 54.2

47.6

40.9

45.0

2.2

4.2

2.2

2.2

0.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

コミュニケーション能力
高い

926

コミュニケーション能力
低い

323 57.3

69.0

34.4

27.1

5.6

1.6

1.9

0.9

0.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

コミュニケーション能力
高い

926

コミュニケーション能力
低い

323 5.6

7.6

24.8

28.6

27.2

25.9

35.9

31.5

3.7

3.1

2.5

1.8

0.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.36.1 29.223.4 24.830.4 32.732.7 2.94.11.92.31.20.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひじょうに身近に感じる 身近に感じる どちらとも言えない

あまり身近に感じない まったく身近に感じない わからない

無回答

67.362.6 28.031.6 2.14.11.20.91.30.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答

46.855.3 45.938.9 4.12.62.02.61.10.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答
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【学習経験の有無と人権意識との関連】 

◆ 学習経験の有無（問２０） × 人権問題に対する感覚（問２） 

学習経験ありで人権問題を「ひじょうに身近に感じる」と「身近に感じる」をあわせた“身

近に感じる”割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 学習経験の有無（問２０） × 人権や差別に関する考え－人権は人が幸せに暮らしてい

く上で大切なものである（問１３オ） 

大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 学習経験の有無（問２０） × 人権や差別に関する考え－いかなる差別も、完全になく

すことはむずかしい（問１３サ） 

学習経験なしで「いかなる差別も、完全になくすことはむずかしい」について「そう思う」

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

学習経験あり 991

学習経験なし 249 52.2

47.5

38.6

44.9

4.0

3.6

1.2

2.4

4.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

学習経験あり 991

学習経験なし 249 64.3

65.6

24.9

29.8

5.2

2.0

1.6

1.1

4.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

学習経験あり 991

学習経験なし 249 5.2

7.2

25.3

28.1

27.3

26.4

30.9

32.6

6.4

2.6

3.2

2.0

1.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.36.1 29.223.4 24.830.4 32.732.7 2.94.11.92.31.20.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひじょうに身近に感じる 身近に感じる どちらとも言えない

あまり身近に感じない まったく身近に感じない わからない

無回答

67.362.6 28.031.6 2.14.11.20.91.30.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答

46.855.3 45.938.9 4.12.62.02.61.10.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

無回答
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（５）自由記述 

【問 24】日ごろから人権について感じていること、また、人権が尊重されるまちづくり

を実現するために、あなたができると思うことなど、どのようなことでもかまいませ

んので、下欄に自由にお書きください。 

 

自由意見カテゴリー 件数 

（１）人権意識について 177件 

（２）人権教育・啓発 52件 

（３）女性 11件 

（４）子ども 54件 

（５）高齢者 31件 

（６）障害のある人 22件 

（７）同和問題 30件 

（８）外国人 5件 

（９）その他 32件 

合計 414件 
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（６）あなたご自身について 

【問 25】あなたの性別は。 

 

 

  

 

 

 

 

【問 26】あなたの年齢は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 27】あなたの職業は。（主なものに１つだけ○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.6 18.5 5.01.9 16.6 24.1 0.73.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤め人（常勤）

勤め人（非常勤、パートタイム、アルバイト）

自営業、自由業（事業の経営者、家族従業員、独立して営む職業、農業・漁業など）

学生

家事専業

無職（年金暮らしを含む）

その他

無回答

N =

1281 29.6 18.5 5.0

1.9

16.6 24.1

0.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.1 14.4 17.4 15.1 23.0 19.1 2.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳

６０～６９歳 ７０歳以上 無回答

N =

1281 8.1 14.4 17.4 15.1 23.0 19.1 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

38.8 58.3 2.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

N =

1281 38.8 58.3 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２ 小学６年生の調査結果 

問１ 「人権」という言葉を聞いてどんなことを思い浮かべますか 

(○はいくつつけてもかまいません)。 

「平等」の割合が 53.6％と最も高く、次いで「思いやり」の割合が 43.9％、「助け合い」の割

合が 38.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「平等」の割合が 21.5ポイント、「差別」の割合が 15.2ポイント、「自

由」の割合が 14.1ポイント高くなっています。また、「思いやり」の割合が 5.3ポイント低くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 「人権」という言葉を身近に感じますか。 

「かなり身近に感じる」と「少し身近に感じる」をあわせた“身近に感じる”の割合が 44.6％

となっています。「あまり身近に感じない」と「まったく身近に感じない」をあわせた“身近に

感じない”の割合が 20.7％となっています。 

前回調査と比較すると、“身近に感じる”の割合が 10.1ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 9.9
5.3

34.7
29.2

16.7
15.4

16.7 1.416.6
16.5

4.1
5.9 25.0 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かなり身近に感じる 少し身近に感じる

どちらとも言えない あまり身近に感じない

まったく身近に感じない わからない

無回答

N =

今回調査（平成27年） 658

前回調査（平成22年） 644

9.9

5.3

34.7

29.2

16.7

15.4

16.7

16.5

16.6

5.9

4.1

25.0

1.4

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 658）

前回調査（平成22年）（N = 644）

％

自由

平等

思いやり

大切なもの

幸福( しあわせ)

差別

生命

助け合い

うそっぽい

何も思いつかない

37.2

53.6

43.9

35.4

16.9

30.4

20.8

38.9

3.0

10.0

23.1

32.1

49.2

37.4

19.1

15.2

19.7

43.2

2.6

14.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問３ 次の項目の中で、大切だと思うことは何ですか 

(○はいくつつけてもかまいません)。 

「相談できる人( 親､ 友人､ 先生など) がいること」の割合が 80.1％と最も高く、次いで「他

の人からいじめられたり暴力を受けないこと」の割合が 78.9％、「自分の秘密( 個人情報) が守

られること」の割合が 78.0％となっています。 

前回調査と比較すると、「自分の好きなところに住むことができること」の割合が 23.9ポイン

ト、「好きな人と結婚できること」の割合が 21.5 ポイント、「自分のお金や持ち物を勝手に奪わ

れないこと」の割合が 18.8ポイント、「自分の秘密( 個人情報) が守られること」の割合が 16.7

ポイント、「人種や宗教、障害の有無、性別などで差がつかないこと」の割合が 15.8 ポイント、

「他の人からいじめられたり暴力を受けないこと」の割合が 15.4ポイント、「ほっとできる自由

な時間をもつこと」の割合が 11.0ポイント、「自分の考えをいつでも自由に言えること」の割合

が 10.6ポイント、「自分のことは自分で決められること」の割合が 9.5ポイント高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
10
0

今回調査（平成27年）（N = 658）

前回調査（平成22年）（N = 644）

％

自分の考えをいつでも自由に言え
ること

自分のことは自分で決められるこ
と

自分の秘密( 個人情報) が守られ
ること

相談できる人( 親､ 友人､ 先生な
ど) がいること

ほっとできる自由な時間をもつこ
と

自分の好きなところに住むことが
できること

好きな人と結婚できること

自分のお金や持ち物を勝手に奪わ
れないこと

他の人からいじめられたり暴力を
受けないこと

人種や宗教、障害の有無、性別な
どで差がつかないこと

62.3

68.2

78.0

80.1

74.0

48.9

47.6

70.8

78.9

75.1

51.7

58.7

61.3

83.7

63.0

25.0

26.1

52.0

63.5

59.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問４ 自分のことが好きですか。 

「わからない」の割合が 55.3％と最も高く、次いで「はい」の割合が 26.4％、「いいえ」の割

合が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 大人（親など）からよくほめられますか。 

「時々ある」の割合が 65.5％と最も高く、次いで「よくある」の割合が 28.3％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「よくある」の割合が 6.3ポイント高くなっています。また、「時々あ

る」の割合が 5.6ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自尊感情（自分のことが好きか）との関連】 

◆ 自尊感情（問４） × 大人からほめられること（問５） 

自尊感情（自分のことが好きか）との関係をみると、自分の事が好きである子どもは大人から

ほめられることが「よくある」が 47.1％と、自分の事が好きではない子どもの３倍以上と非常に

多くなっています。 

 

 

 

 

 

N =

自分の事が好きで
ある

174

自分の事が好きで
はない

112

わからない 364 24.2

14.3

47.1

70.9

73.2

48.9

4.7

12.5

3.4

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

47.114.324.2 48.973.2 70.9 3.412.54.70.60.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある 時々ある まったくない 無回答

28.3
22.0

65.5
71.1

5.6
6.1

0.6
0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある 時々ある まったくない 無回答

N =

今回調査（平成27年） 658

前回調査（平成22年） 644

28.3

22.0

65.5

71.1

5.6

6.1 0.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.4
28.6

17.0
16.1

55.3
54.2

1.2
1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ わからない 無回答

N =

今回調査（平成27年） 658

前回調査（平成22年） 644

26.4

28.6

17.0

16.1

55.3

54.2 1.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%



72 

問６ 今、自分は幸福だと感じますか。 

「感じる」の割合が 47.7％と最も高く、次いで「時々感じる」の割合が 43.3％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「感じる」の割合が 6.2ポイント高くなっています。また、「あまり感

じない」の割合が 5.6ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 困ったことがあった時、相談できる人はいますか。 

「いる」の割合が 92.6％、「いない」の割合が 6.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92.6
89.4

6.7
8.1

0.8
2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

N =

今回調査（平成27年） 658

前回調査（平成22年） 644

92.6

89.4

6.7

8.1 2.5

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

47.7
41.5

43.3
43.2

8.4
14.0

0.6
1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じる 時々感じる あまり感じない 無回答

N =

今回調査（平成27年） 658

前回調査（平成22年） 644

47.7

41.5

43.3

43.2

8.4

14.0 1.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問８ 次のような考えについてどう思いますか。 

① 差別や偏見(へんけん)はいけないことだ、② 子どもが暴力を受けることはいけないこと

だ、③ 男は｢仕事｣、女は｢家事、育児｣と役割を決めつけないほうがいいで「そう思う」の割合

が最も高くなっています。④ 自分がしたいことは、人に迷惑をかけてもする、⑤ みんなと同

じことをしていれば安心だで「そう思わない」の割合が最も高くなっています。 

前回調査と比較すると、「そう思う」の割合が、③ 男は｢仕事｣、女は｢家事、育児｣と役割を

決めつけないほうがいいで 12.6 ポイント、② 子どもが暴力を受けることはいけないことだで

9.6ポイント、① 差別や偏見(へんけん)はいけないことだで 8.3ポイント高くなっています。 

 

①  差別や偏見(へんけん)はいけないことだ 

 

 

 

 

 

 

②  子どもが暴力を受けることはいけないことだ 

 

 

 

 

 

③  男は｢仕事｣、女は｢家事、育児｣と役割を決めつけないほうがいい 

 

 

 

 

 

④  自分がしたいことは、人に迷惑をかけてもする 

 

 

 

 
 

⑤  みんなと同じことをしていれば安心だ 

 

 

N =

今回調査（平成27年） 658

前回調査（平成22年） 644

88.6

80.3

9.4

14.4

3.4

1.5

1.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

88.6
80.3

1.5
3.4

9.4
14.4

0.5
1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない 無回答

N =

今回調査（平成27年） 658

前回調査（平成22年） 644

90.0

80.4 6.8

7.3

10.4

2.1

2.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

今回調査（平成27年） 658

前回調査（平成22年） 644

78.6

66.0

7.8

14.3

13.2

17.9 1.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

今回調査（平成27年） 658

前回調査（平成22年） 644

4.0 83.1

81.8

12.5

12.7

3.1

2.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

今回調査（平成27年） 658

前回調査（平成22年） 644

21.3

17.4

53.2

58.7

25.1

21.7 2.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【自尊感情（自分のことが好きか）との関連】 

◆ 自尊感情（問４） × 偏見や差別はいけないことだ（問８①） 

自尊感情（自分のことが好きか）との関係をみると、自分の事が好きである子どもは「偏見や

差別はいけないことだ」に対して「そう思う」が 90.2％と、自分の事が好きではない子どもに比

べて多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 自尊感情（問４） × 子どもが暴力を受けることはいけないことだ（問８②） 

自尊感情（自分のことが好きか）との関係をみると、自分の事が好きである子どもは「子ども

が暴力を受けることはいけないことだ」に対して「そう思う」が 93.1％と、自分の事が好きでは

ない子どもに比べて多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 自尊感情（問４） × 自分がしたいことは、人に迷惑をかけてもする（問８④） 

自尊感情（自分のことが好きか）関係をみると、自分の事が好きである子どもは「自分がした

いことは、人に迷惑をかけてもする」に対して「そう思わない」が 83.9％と、自分の事が好きで

はない子どもに比べて多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

自分の事が好きで
ある

174

自分の事が好きで
はない

112

わからない 364

2.7

5.4

5.7

83.8

81.3

83.9

13.2

13.4

10.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.75.42.7 83.981.383.8 10.313.413.2 0.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない 無回答

N =

自分の事が好きで
ある

174

自分の事が好きで
はない

112

わからない 364 90.4

84.8

93.1

1.9

5.4

0.6

7.1

9.8

6.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

93.184.890.4 0.65.41.9 6.39.87.10.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない 無回答

90.287.588.7 2.91.80.8 6.910.710.2 0.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない 無回答

N =

自分の事が好きで
ある

174

自分の事が好きで
はない

112

わからない 364 88.7

87.5

90.2

0.8

1.8

2.9

10.2

10.7

6.9

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

90.287.588.7 2.91.80.8 6.910.710.2 0.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない 無回答

90.287.588.7 2.91.80.8 6.910.710.2 0.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない 無回答

90.287.588.7 2.91.80.8 6.910.710.2 0.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない わからない 無回答
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Ⅲ 資料 調査票 

 

 

 

 

 

 

日頃から市政の推進にご協力いただき、ありがとうございます。 

明石市では、平成 23 年に 10 年を計画期間とする「人権施策推進方針」を策定し、人権

感覚あふれる共生社会の実現をめざし、あらゆる分野において、人権尊重の視点に立った

施策を展開してきました。このたび、推進方針に基づいた５年間の取組についての検証を

行うにあたり、市民のみなさまのご意見をお聞きし、今後の人権尊重のまちづくりへ向け

た取組をますます充実・発展させていくため、「人権に関するアンケート」を行うこととい

たしました。 

このアンケート調査票は、市内にお住まいの 18 歳以上の方から無作為にお選びした

3,000人の方に送らせていただきました。回答の内容は、すべて統計的に処理し、プライバ

シーの保護はもとより、他の目的に利用することは一切ございません。 

みなさまには、お忙しいところ誠に恐れ入りますが、アンケートの趣旨をご理解いただ

き、ご協力くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

平成２７年１１月 

                                                 明 石 市 

   回答の記入にあたってのお願い 

① 回答は、必ずあて名のご本人が無記名でご記入ください。 

② 回答は、あてはまる番号を○で囲んでください。 

③ 「その他」にあてはまる場合は、お手数ですが、（  ）内に、なるべく 

具体的にご記入ください。 

④ 回答は、えんぴつ・ボールペンなどではっきりとご記入ください。 

⑤ 回答いただきましたアンケート用紙は、同封の返送用封筒（切手は不要 

です）に入れて、１１月３０日（月）までにポストに投函してください。 

    

◆ご質問等がありましたら、下記までお問い合わせください◆ 

明石市コミュニティ推進部人権推進課 

電話 ９１８－５０２４  ＦＡＸ ９１８－５１３１ 

 

  

 

 

 

《このアンケートの文 章
ぶんしょう

を読
よ

むことがむずかしい方
かた

へ》 

どなたか親
した

しい方
かた

に代読
だいどく

してもらって回答
かいとう

いただくか、 

「読
よ

むことがむずかしいため回答
かいとう

できない」という内容
ないよう

の 

メモを添
そ

えてご返送
へんそう

くださいますようお願
ねが

いします。 
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  あなたの人権意識についてお聞きします。 

 

 

【問１】あなたは、「人権」という言葉からどのようなことを連想しますか。あてはまる番号すべてに○

をつけてください。 

 

１ 自由     ２ 平等     ３ 幸福      ４ 尊厳     ５ 自立     

 

６ 生存     ７ 共存     ８ 他人事     ９ 格差     10 差別 

 

11 思いやり   12 建て前       13 特になし  

 

14 その他（                                     ）  

   

 

 

【問２】あなたは、「人権」をどのくらい身近な問題として感じていますか。あてはまる番号に１つだけ

○をつけてください。 

 

１ ひじょうに身近に感じる          ２ 身近に感じる  

 

３ どちらとも言えない            ４ あまり身近に感じない 

 

  ５ まったく身近に感じない          ６ わからない  

   

 

 

【問３】今の日本は人権が尊重されている社会だと思いますか。あてはまる番号に１つだけ○をつけてく

ださい。 

 

１ そう思う                 ２ どちらかと言えばそう思う 

 

３ どちらとも言えない            ４ どちらかと言えばそうは思わない 

 

  ５ そうは思わない              ６ わからない  
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  多様化する人権問題についてのあなたの考えをお聞きします。 

 

 

【問４】女性に関することで、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。あてはまる番

号すべてに○をつけてください。 

 

１ 男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」など） 

２ 職場における差別待遇（賃金、昇給、昇格、ポスト、職種など） 

３ 女性の社会進出のための支援制度の不備 

４ 配偶者、恋人などからの暴力（ＤＶなど） 

５ 職場や学校におけるセクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ） 

６ ストーカー行為（つきまとい行為） 

７  援助交際を含む買春、売春 

８ アダルトビデオ、ポルノ雑誌における女性のヌード写真や映像の商品化 

９ 痴漢やわいせつ行為などの性犯罪 

10 特にない 

11 わからない  

12 その他（                                     ）  

  

 

 

【問５】子どもに関することで、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。あてはまる

番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 子ども同士が仲間はずれや無視、暴力などのいじめを行うこと 

２ いじめをしている人やいじめられている人を見て見ぬふりをすること 

３ 教師が児童や生徒に体罰を加えること 

４ 親が言うことを聞かない子どもにしつけのつもりで体罰を与えること 

５ 大人が進学先、就職先の選択について、子どもの意見を無視すること 

６ ビデオ、インターネットによる性情報のはんらん 

７ 子どもに心理的な虐待を加えたり、子育てを放棄すること 

８ 親のＤＶが子どもの面前で日常的に行われていること 

９ 親の事情などによって、子どもが無国籍や無戸籍になること 

10 児童売春、児童ポルノ 

11 特にない 

12 わからない 

13  その他（                                     ） 
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【問６】高齢者に関することで、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。あてはまる

番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 就職が困難であったり、雇用と待遇が十分保障されていないこと 

２ 悪質商法や詐欺などによる被害が多いこと 

３ 高齢者だけでは賃貸住宅への入居が困難なこと 

４ 道路や店の出入り口に段差があったり、エレベーターが設置されていないなど、高齢者が

暮らしやすい生活環境になっていないこと 

５ 病院での看護や福祉施設での介護や対応が十分でないこと 

６ 居宅での介護が十分でないこと 

７ 高齢者が邪魔者扱いされ、意見や行動が尊重されないこと 

８ 居宅や施設での介護を支援する制度が十分でないこと 

９ 家族が世話をすることを避けたり、家族から虐待を受けたりすること 

10 情報を高齢者にわかりやすい形にして伝える配慮が足りないこと 

11 特にない 

12 わからない  

13 その他（                                     ）  

   

 

 

【問７】障害のある人に関することで、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。あて

はまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 働く場所や機会が少なく、雇用と待遇が十分に保障されていないこと 

２ 悪質商法や詐欺などによる被害が多いこと 

３ 障害のある人が賃貸住宅に入居することが困難なこと 

４ 職場や学校で不利な扱いを受けること 

５ 道路や店の出入り口に段差があったり、エレベーターが設置されていないなど、障害のある

人が暮らしやすい生活環境になっていないこと 

６ スポーツや文化活動、地域活動に気軽に参加できないこと 

７ 病院での看護や福祉施設での介護や対応が十分でないこと 

８ 居宅での介護が十分でないこと 

９ 地域でグループホームなどの障害のある人の施設をつくろうとすると、周辺住民が反対する

こと 

10 障害のある人の意見や行動が尊重されないこと 

11 障害による意思疎通が困難な場合のコミュニケーション手段の利用が十分でないこと 

12 特にない 

13 わからない  

14 その他（                                     ）   
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【問８】同和問題（部落差別）に関することで、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことです

か。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 結婚問題で周囲が反対すること 

２ 就職や職場で不利な扱いをすること 

３ 人権上の配慮を欠いた差別的言動をすること 

４ 生活が貧困で、居住環境が劣悪であること 

５ 身元調査をすること 

６ 同和行政のねらいが理解されず、周囲の市民がねたみ意識で見ること 

７ インターネット上に差別的な書き込みがあること 

８ 旧同和地区への居住を敬遠すること 

９ すでに差別はなくなっている（同和問題はなくなっている） 

10 特にない 

11 わからない  

12 その他（                                     ）  

   

 

 

【問９】あなたは、旧同和地区や部落差別について、ア～ウの話や説明を聞いたとき、あなたはどのよう

な感想を持ちましたか。それぞれについて、１～５のうち、ご自身のお考えに最も近い番号に１つ

だけ○をつけてください。 

なお、ア～ウの話や説明を聞いたことがない場合には、「６」に○をつけてください。 

 

ア～ウの話や説明を聞いたことがある場合、 

その感想としてあてはまる番号１つだけに○ 

 

 
そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ
た 

そ
う
い
う
見
方
も
あ
る
か

と
思
っ
た 

 

自
分
に
は
関
係
の
な
い
話

だ
と
思
っ
た 

疑
問
や
反
発
を
感
じ
た 

相
手
の
見
識
を
疑
っ
た 

こ
の
よ
う
な
話
や
説
明
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い 

ア 
部落差別という問題があり、このような差別

はいけないことだ 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

イ 
あそこは旧同和地区であり、気をつけたほう

がよい 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

ウ 

身内（又は本人）の結婚相手が旧同和地区の

人で、それを理由に家族や親族が反対するの

はおかしい 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 
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【問 10】日本に居住している外国人に関することで、人権上、特に問題があると思うのはどのようなこ

とですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 入学手続きや学校で不利な扱いを受けること 

２ 就職や職場で不利な扱いを受けること 

３ 住宅の申し込みや入居で不利な扱いを受けること 

４ 年金など社会保障制度で不利な扱いを受けること 

５ 文化や生活風習の違いが受け入れられなかったり、その違いから嫌がらせを受けること 

６ 病院や施設などで、外国語の表記などの対応が不十分であること 

７ 政治に意見が十分反映されないこと 

８ 本名を名乗りにくく、通称名を使うこと 

９ 特にない 

10 わからない 

11 その他（                                     ）  

 

 

【問 1１】犯罪被害者の方やその家族の人権侵害について、特に問題があると思うのはどのようなことで

すか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

  １ 犯罪による精神的・経済的負担が大きいこと 

  ２ 過剰な取材などによる私生活の平穏やプライバシーの侵害があること 

  ３ 事件に関する周囲からの中傷やうわさ話があること 

  ４ 刑事裁判手続きに犯罪被害者や家族の声がまだ十分反映されないこと 

  ５ 特にない 

  ６ わからない 

  ７ その他（                                    ） 

 

【問 12】社会の変化によって人権課題は多様化していますが、次の選択肢のうち、あなたが特に問題が

あると思うのはどのようなことですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１ エイズ患者、HIV（エイズ・ウイルス）感染者に関する問題 

２ インターネット（パソコン、スマートフォンなど）による人権侵害の問題 

３ 働く人の権利に関する問題 

４ ハンセン病元患者に関する問題 

５ アイヌの人々に関する問題 

６ 性同一性障害（心と身体の性が一致しない人）に関する問題 

７ ホームレスの人に関する問題 

８ 性的指向（同性愛者、両性愛者など）を理由とした人権侵害に関する問題 

９ 北朝鮮拉致被害者に関する問題 

1０ 刑を終えて出所した人に関する問題 

1１ 東日本大震災に伴う人権問題 
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 あなたご自身の考え方や行動、体験などについてお聞きします。 

   

 

【問13】次のア～サについて、ご自身のお考えに最も近い番号に１つ 

ずつ○をつけてください。 

   

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

ア 長所も短所も含めて、自分のことが好きだ １ ２ ３ ４ 

イ 私は人とうまくやっていける人間だ １ ２ ３ ４ 

ウ 人間関係のトラブルが生じたら、相談できる人がいる １ ２ ３ ４ 

エ 「男は仕事、女は家庭」という考えに賛成である １ ２ ３ ４ 

オ 人権は人が幸せに暮らしていく上で大切なものである １ ２ ３ ４ 

カ 差別をすることは、人間として最も恥ずべき行為である １ ２ ３ ４ 

キ 社会的に弱い立場にある人の権利は、社会全体で守る必要がある １ ２ ３ ４ 

ク 差別の原因は、差別された人の側にもある １ ２ ３ ４ 

ケ 
「みんな同じがよい」という考え方が一人ひとりの個性や違いを排除す

ることにつながる 
１ ２ ３ ４ 

コ 
人権を強調するあまり、権利に伴う義務や責任をおろそかにするのはよ

くない 
１ ２ ３ ４ 

サ いかなる差別も、完全になくすことはむずかしい １ ２ ３ ４ 

 

【問 14】あなたは、ご家庭で家事を行っていますか。あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

 

１ 十分行っている 

２ 行っているが、十分ではない 

３ 行いたいと思っているが、実際には行っていない 

  ４ 行いたいと思っておらず、実際にも行っていない 

 

 

【問15】あなたは、今までに、自分の人権が侵害されたと思われたことはありますか。あてはまる番号に１

つだけ○をつけてください。 

 

                          問１６へお進みください。 

 

問１９へお進みください。 

１ ある 

２ ない     ３ わからない 
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【問16】（問１5）で「ある」と答えた方にお聞きします。それはどのような人権侵害でしたか。 

あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 １ あらぬうわさや悪口による名誉、信用などの侵害 

        ２ 公的機関（国、県、市、警察など）や企業、団体による不当な扱い 

        ３ 地域、職場、学校などでの暴力、脅迫、無理強い、仲間はずれ 

    ４ パワー・ハラスメント（職場での職務権限などを用いて行う嫌がらせやいじめ） 

５ 家庭での暴力や虐待 

６ 配偶者や交際相手からの暴力 

７ 差別待遇（信条、性別、国籍、出身地、社会的身分、心身の障害などによる不利な扱い） 

８ プライバシーの侵害 

９ セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ） 

10 インターネットを利用した人権侵害 

11 その他 （                                                         ） 

 

 

【問17】人権侵害を受けた時、あなたはどうされましたか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

１ 身近な人（友だち、同僚、上司など）に相談した 

  ２ 家族、親戚に相談した 

３ 弁護士に相談した 

４ 警察に相談した 

５ 公的機関（市役所、法務局など）に相談した 

６ 民間団体（ＮＰＯ法人など）に相談した 

７ 相手に抗議するなど自分で解決した 

８ 何もしなかった 

９ その他 （                                                        ） 

 

 

【問18】（問１7）で「４」「５」のどちらにも○をつけなかった方にお聞きします。公的機関に相談しようと

しなかったのはなぜですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

１ なるべく自分たちで解決したいから       

          ２ 支援が得られず頼りにならないから          

３ 情報が得られず頼りにならないから    

４ 民間の相談機関の方が頼りになるから 

５ わかってもらえないから 

６ 秘密が守られるのか不安だから 

７ 秘密を知られたくないから 

８ どこで相談を受けてもらえるかわからないから 

９ その他（                                 ） 
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１ 学校の授業で学習したことがある 

２ 職場の研修で学習したことがある 

３ 学校の授業や職場の研修以外の講演会などで 

学習したことがある 

４ 学習したことがない 

【問 19】あなたは、今までに、他人の人権を侵害したことがあると思いますか。あてはまる番号に１つ

だけ○をつけてください。 

 

１ ないと思う     ２ 自分では気づかなかったが、あるかも知れない 

３ あると思う     ４ わからない 

 

 

 

【問 20】あなたはこれまでに、学校の授業や職場の研修、その他の講演会などにおいて、人権や差別問

題について学習したことがありますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 

 

                                問 2１へお進みください。 

 

 

                                                               問 2２へお進みください。                        

                                 

 

【問21】（問20）で「１」、「２」、「３」のいずれかを回答された方にお聞きします。それぞれについて、ど

のような感想を持ちましたか。 

        

①学校の授業（あてはまるものすべてに○をつけてください。） 

１ 人権の大切さがよくわかった 

２ 人権侵害（差別）の現実がよくわかった 

３ 差別は許せないと思う気持ちが強まった 

４ 話が難しくてよくわからなかった 

５ 自分にはあまり関係のない話だと思った 

６ 建て前的な話でしんどかった 

７ その他（                                  ） 

②職場の研修（あてはまるものすべてに○をつけてください。） 

１ 人権の大切さがよくわかった 

２ 人権侵害（差別）の現実がよくわかった 

３ 差別は許せないと思う気持ちが強まった 

４ 話が難しくてよくわからなかった 

５ 自分にはあまり関係のない話だと思った 

６ 建て前的な話でしんどかった 

７ その他（                                  ） 

③学校の授業や職場の研修以外の講演会など（あてはまるものすべてに○をつけてください。） 

１ 人権の大切さがよくわかった 

２ 人権侵害（差別）の現実がよくわかった 

３ 差別は許せないと思う気持ちが強まった 

４ 話が難しくてよくわからなかった 

５ 自分にはあまり関係のない話だと思った 

６ 建て前的な話でしんどかった 

７ その他（                                  ） 
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【問 22】人権啓発を推進するためには、どのような啓発広報活動が効果的だと思いますか。あてはまる

ものすべてに○をつけてください。 

 

１ 講習会や研修会 

２ 啓発パネル等の展示会 

３ 広報紙、パンフレット、ポスター 

４ テレビ、ラジオ 

５ 映画、ビデオ 

６ 新聞、雑誌、週刊誌 

７ ワークショップ（専門家を交えた少人数の討論会） 

８ 車椅子やアイマスクなどをもちいた障害のある人や高齢者などの擬似体験 

９ 高齢者や障害のある人との交流会 

10 メールマガジン（電子メールによる定期的な啓発情報等の配信） 

11 特にない 

12 わからない 

13 その他（                                     ）   

 

 

 

【問 23】あなたは、次のことについて知っていますか。ア～クそれぞれについて、あてはまる番号に１

つずつ○をつけてください。 

  内
容
を
よ
く
知
っ
て
い
る 

少
し
は
内
容
を 

知
っ
て
い
る 

名
称
を
聞
い
た 

こ
と
は
あ
る 

知
ら
な
い 

ア 
配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律

（DV防止法） 
１ ２ ３ ４ 

イ 
障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律 

（障害者差別解消法） 
１ ２ ３ ４ 

ウ 人権擁護委員 １ ２ ３ ４ 

エ あかしヒューマンフェスタ １ ２ ３ ４ 

オ 人権啓発冊子「みんなのしあわせのために」 １ ２ ３ ４ 

カ 厚生館 １ ２ ３ ４ 

キ あかし男女共同参画センター １ ２ ３ ４ 

ク 明石市後見支援センター １ ２ ３ ４ 
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【問24】日ごろから人権について感じていること、また、人権が尊重されるまちづくりを実現するために、

あなたができると思うことなど、どのようなことでもかまいませんので、下欄に自由にお書きくださ

い。 
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最後に、あなたご自身についてお聞きします。 

 

【問 25】あなたの性別は。 

   １ 男性                      ２ 女性 

 

【問 26】あなたの年齢は。 

１ １８～２９歳        ２ ３０～３９歳       ３ ４０～４９歳 

４ ５０～５９歳        ５ ６０～６９歳       ６ ７０歳以上  

  

 

【問 27】あなたの職業は。（主なものに１つだけ○をつけてください。） 

 

１ 勤め人（常勤） 

２ 勤め人（非常勤、パートタイム、アルバイト） 

３ 自営業、自由業（事業の経営者、家族従業員、独立して営む職業、農業・漁業など） 

４ 学生 

５ 家事専業 

６ 無職（年金暮らしを含む） 

７ その他（                                   ）   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力をいただき、ありがとうございました。 

このアンケート用紙を同封の返送用封筒（切手は不要です）に入れて、 

１１月３０日（月）までにポストに投函してください。 
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人権に関するアンケート（小学校６年生用）  

 

  明石市では、みんながしあわせに暮らし、お互いの人権を大切にするまちづくりをめざ

して、「明石市人権施策推進方針」を策定しています。  

 小学生のみなさんが普段思っていることや日常生活を知ることで、より良いまちづくり

に生かしていきたいと考えていますので、アンケート調査へのご協力をお願いします。 

 なお、書いてもらった内容は、他の人に見せたりすることはありませんので安心して答

えてください。 

 

  平成２７年１２月                           明石市コミュニティ推進部人権推進課 

 

  以下の質問について、あてはまる番号に○印をつけてください。  

 

問１ 「人権」という言葉を聞いてどんなことを思い浮かべますか。  

(○はいくつつけてもかまいません ) 

  １ 自由   ２ 平等   ３ 思いやり  ４ 大切なもの  ５ 幸福(しあわせ) 

  ６ 差別   ７ 生命   ８ 助け合い  ９ うそっぽい  10 何も思いつかない 

 

問２ 「人権」という言葉を身近に感じますか。  

      １ かなり身近に感じる         ２ 少し身近に感じる  

３ どちらとも言えない         ４ あまり身近に感じない  

５ まったく身近に感じない   ６ わからない 

 

問３ 次の項目の中で、大切だと思うことは何ですか。  

(○はいくつつけてもかまいません ) 

 

      １ 自分の考えをいつでも自由に言えること 

      ２ 自分のことは自分で決められること 

      ３ 自分の秘密(個人情報)が守られること 

      ４ 相談できる人(親､友人､先生など )がいること 

      ５ ほっとできる自由な時間をもつこと 

      ６ 自分の好きなところに住むことができること 

   ７ 好きな人と結婚できること 

   ８ 自分のお金や持ち物を勝手に奪われないこと 

      ９ 他の人からいじめられたり暴力を受けないこと 

      10 人種や宗教、障害の有無、性別などで差がつかないこと 
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問４ 自分のことが好きですか。  

      １ はい     ２ いいえ     ３ わからない  

 

問５ 大人（親など）からよくほめられますか。  

     １ よくある  ２ 時々ある   ３ まったくない 

 

問６ 今、自分は幸福だと感じますか。  

     １ 感じる   ２ 時々感じる  ３ あまり感じない 

 

問７ 困ったことがあった時、相談できる人はいますか。  

     １ いる    ２ いない 

 

問８ 次のような考えについてどう思いますか。  

      

 ① 差別や偏見(へんけん)はいけないことだ 

                      １ そう思う  ２ そう思わない  ３ わからない 

    

   ② 子どもが暴力を受けることはいけないことだ 

                      １ そう思う  ２ そう思わない  ３ わからない 

   

   ③ 男は｢仕事｣、女は｢家事、育児｣と役割を決めつけないほうがいい  

                      １ そう思う  ２ そう思わない  ３ わからない 

    

   ④ 自分がしたいことは、人に迷惑をかけてもする 

                      １ そう思う  ２ そう思わない  ３ わからない 

  

   ⑤ みんなと同じことをしていれば安心だ 

                      １ そう思う  ２ そう思わない  ３ わからない 

 

 

 

 

 

   ご協力ありがとうございました。先生に提出してください。  

 

 


